
は
じ
め
に

一

粉
河
寺
縁
起
の
成
立

二

縁
起
を
ま
と
う
霊
現
像
｜
粉
河
寺
縁
起
に
基
づ
く
本
尊
の
図
像
化
｜

１

童
男
行
者
、
大
伴
孔
子
古
、
鞘
付
帯
と
漢
文
縁
起

２

紅
袴
、
帳
と
和
文
縁
起
の
在
原
業
平
説
話

３

四
臂
の
蓮
華
手
と
和
文
縁
起
の
蓮
華
説
話

三

粉
河
寺
式
千
手
観
音
像
の
作
例

１

図
像
的
特
徴
の
一
致
が
大
き
い
作
例

２

図
像
的
特
徴
が
一
致
し
な
い
作
例

お
わ
り
に

は
じ
め
に

紀
の
川
流
域
の
中
核
寺
院
で
あ
る
粉
河
寺
は
、
枕
草
子
に
「
寺
は
壺
坂
。
笠
置
。
法
輪
。
霊

山
は
、
釈
迦
仏
の
御
住
み
か
な
る
が
あ
は
れ
な
る
な
り
。
石
山
。
粉
河
。
志
賀
。」と
名
が
上
が

る
早
く
か
ら
都
に
も
知
ら
れ
た
観
音
霊
場
で
あ
り
、
西
国
三
十
三
所
の
第
三
番
札
所
と
し
て
多

く
の
参
詣
者
を
集
め
る
。

本
堂
に
安
置
さ
れ
る
本
尊
千
手
観
音
像
は
絶
対
の
秘
仏
で
あ
る
が
、
そ
の
姿
を
描
い
た
仏
画

が
複
数
確
認
で
き
、
持
物
と
し
て
鞘
を
執
っ
た
り
肩
に
紅
袴
を
掛
け
る
な
ど
、
通
常
の
千
手
観

音
の
図
像
と
は
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
筆
者
は
和
歌
山
県
立
博
物
館
特
別
展
「
国
宝
粉

河
寺
縁
起
と
粉
河
寺
の
歴
史
」（
会
期：

令
和
二
年
一
〇
月
一
七
日
〜
一
一
月
二
三
日
）の
開
催

に
際
し
て
、
こ
れ
ら
の
特
徴
が
粉
河
寺
の
縁
起
に
典
拠
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
指
摘
し

概
要
を
論
じ
た１

）

。

本
稿
で
は
先
の
概
要
を
踏
ま
え
つ
つ
再
度
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
粉
河

寺
縁
起
成
立
の
時
期
と
背
景
に
つ
い
て
の
新
見
解
を
示
し
た
の
ち
、
改
め
て
そ
の
特
殊
な
図
像

と
粉
河
寺
縁
起
の
内
容
と
を
対
照
さ
せ
て
分
析
し
、
こ
れ
を
粉
河
寺
式
千
手
観
音
像
と
呼
称
す

る
こ
と
を
提
言
す
る
。
そ
の
上
で
粉
河
寺
式
千
手
観
音
像
の
作
例
を
集
約
し
て
紹
介
し
、
さ
ら

に
そ
の
特
徴
を
明
確
に
し
た
上
で
、
国
宝
・
粉
河
寺
縁
起
の
千
手
観
音
図
像
と
の
相
違
に
つ
い

て
も
指
摘
し
て
、
特
に
国
宝
本
の
制
作
主
体
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
と
し
た

い
。

一

粉
河
寺
縁
起
の
成
立

粉
河
寺
縁
起
は
粉
河
寺
の
本
尊
千
手
観
音
像
の
出
現
に
ま
つ
わ
る
奇
瑞
と
、
生
身
観
音
の
霊

験
譚
を
、
前
段
と
後
段
の
二
つ
の
物
語
か
ら
語
り
、
末
尾
に
堂
舎
施
入
の
願
主
を
示
す
内
容
と

な
る
。
本
稿
を
進
め
る
上
で
の
基
本
情
報
と
な
る
の
で
、
ま
ず
最
初
に
、「
粉
河
寺
縁
起２

）

」（
以

下
本
稿
で
は
「
漢
文
縁
起
」
と
称
す
）
の
全
文
を
確
認
し
、
あ
わ
せ
て
従
来
明
ら
か
で
な
か
っ

た
縁
起
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
、
新
た
な
見
解
を
提
示
し
た
い
。

《
研
究
》

粉
河
寺
縁
起
と
粉
河
寺
式
千
手
観
音
像

大

河

内

智

之
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粉
河
寺
縁
起

宝
亀
元
年
、
草
創
紀
伊
国
那
賀
郡
粉
河
寺
。
故
老
伝
云
、
先
是
同
国
同
郡
有
一
狩
師
。
名

曰
大
伴
孔
子
古
、

猟
為
業
、
山
林
為
栖
。
然
間
、
点
一
幽
谷
定
一
踞
木
、
夜
々
窺
猪

間
、
当
左
眼
眦
進
。
有
光
明
赫
奕
之
処
、
其
程
如
大
笠
許
。
心
中
作
怖
、
奇
特
尤
切
。
即

下
踞
木
、
漸
行
放
光
之
処
、
随
行
光
去
、
還
来
如
東
。
属
現
此
相
及
三
四
夜
。
即
点
光
地

掃
除
草
木
、
結
構
柴
庵
、
心
中
発
願
、
建
立
精
舎
、
奉
造
仏
像
。
不
経
幾
程
、
有
一
童
男

行
者
。
請
暫
寄
宿
孔
子
古
之
宅
。
則
許
令
住
。
行
者
喜
悦
語
家
主
曰
、
檀
越
生
作
何
善
根
、

若
有
心
中
所
願
者
、
吾
当
耶
成
。
答
曰
、
我
有
一
願
、
放
光
之
地
、
為
造
立
仏
像
、
而
無

仏
師
、
未
遂
其
願
。
行
者
云
、
我
是
仏
工
、
当
遂
汝
願
。
狩
師
云
、
我
為
法
界
衆
生
、
兼

又
我
息
男
船
主
、
任
奥
州
軍
曹
下
向
、
為
安
穏
帰
郷
、
欲
造
仏
像
也
。
行
者
随
喜
、
相
共

行
向
草
庵
之
地
。
行
者
示
而
云
、
我
七
日
内
可
作
仏
、
但
中
間
莫
来
見
。
若
造
仏
畢
、
吾

往
汝
宅
、
当
叩
門
戸
、
其
時
汝
来
可
拝
見
。
新
仏
約
諾
畢
、
仏
工

戸
、
檀
越
返
宅
。
七

日
間
致
精
誠
、
至
第
八
日
払
暁
、
聞
打
戸
参
入
拝
見
、
千
手
観
音
像
、
自
然
出
現
、
更
無

仏
師
。
於
是
檀
主
、
悲
喜
相
交
、
歓
悦
尤
甚
。
永
絶
殺
生
、
偏
帰
仏
法
。
其
後
、
河
内
国

渋
河
郡
馬
馳
市
、
有
佐
太
夫
不
知

其
名

者
。
有
一
愛
子
、
久
沈
重
病
、
医
家
失
方
、
神
明
無
験

之
間
、
童
男
行
者
、
来
看
父
宅
。
談
語
之
次
、
語
子
病
事
。
行
者
云
、
試
将
加
持
。
即
誦

千
手
陀
羅
尼
。
病
子
唱
云
、
吾
病
已

、
方
用
飲
食
。
父
母
歓
喜
、
則
与
飲
食
、
速
得
気

力
。
行
者
請
退
。
家
主
所
有
衣
物
、
悉
以
布
施
。
行
者
不
肯
受
之
、
唯
受
納
鞘
付
帯
一
筋
。

時
佐
太
夫
云
、
恵
徳
至
深
、
不
知
所
謝
、
行
者
此
誰
人
乎
、
示
住
所
。
答
云
、
我
住
紀
伊

国
那
賀
郡
風
市
村
粉
河
寺
、
若
欲
報
謝
者
、
可
尋
来
。
即
辞
退
訖
。
其
後
家
主
、
引
率
妻

子
眷
属
等
、
行
向
彼
国
那
賀
郡
、
往
々
尋
訪
、
僅
得
風
市
村
、
更
無
粉
河
寺
。
跡カ

東
西
、

適
到
一
澗
川
、
随
流
河
水
甚
白
、
俄
如
流
米
粉
。
忽
然
得
悟
、
即
知
此
地
。
遂
入
林
中
、

得
一
草
堂
。
開
戸
無
人
、
東
西
大
方
入
夜
無
火
、
仏
像
不
見
。
身
心
疲
極
、
所
持
香
花
燈

油
等
、
置
仏
前
机
、
暫
間
休
息
、
人
皆
睡
眠
。
漸
及
深
更
、
所
置
燈
油
、
自
然
火
然
、
堂

内
赫

、
宛
如
昼
日
。
驚
起
見
之
、
金
色
千
手
観
音
像
安
立
。
念
住
持
来
左
右
喚
求
、
更

以
無
人
。
漸
奉
見
仏
像
、
我
先
所
施
帯
鞘
之
刀
、
持
施
無
畏
之
手
。
則
知
前
来
□
童
男
行

者
、
是
千
手
観
音
之
垂
跡
也
。
従
爾
以
来
、
霊
験
掲
焉
。
於
是
、
伊
都
郡
渋
田
村
寡
婦
富

久
字
大
刀
自
、
貴
於
観
音
霊
験
、
運
其
住
宅
、
改
草
庵
為
精
舎
。
其
後
当
郡
名
手
村
女
人
、

字
檜
皮
屋
亦
壊
、
己
住
屋
施
入
札
堂
。
自
是
以
降
、
朝
野
帰
心
。
此
夷
低
頭
、
帰
依
者
攘

炎
根

災
招
カ

福
、
恭
敬
之
輩
、
除
病
延
命
。
困
茲
、
都
鄙
道
俗
、
多
皆
攀
登
、
国
内

素
、
誰
不

参
詣
。

猟
師
大
伴
孔
子
古
が
霊
地
に
仏
像
を
安
置
す
る
こ
と
を
発
願
し
、
現
れ
た
童
男
行
者
が
七
日

で
千
手
観
音
を
造
像
し
た
後
に
姿
を
消
し
た
と
い
う
前
段
に
つ
い
て
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
童
男

行
者
自
身
が
観
音
の
化
身
で
、
か
つ
仏
像
に
姿
を
変
え
た
こ
と
を
示
唆
す
る
内
容
と
な
る
。
そ

し
て
河
内
国
渋
河
郡
馬
馳
市
の
佐
大
夫
の
子
の
病
を
、
現
れ
た
童
男
行
者
が
千
手
陀
羅
尼
の
功

徳
で
治
癒
し
た
後
段
は
、
佐
大
夫
が
布
施
し
た
鞘
付
帯
（
帯
鞘
之
刀
）
を
粉
河
の
草
庵
に
ま
つ

ら
れ
た
千
手
観
音
像
が
手
に
し
て
い
る
と
い
う
直
接
的
な
示
唆
に
よ
り
、
粉
河
寺
の
本
尊
は
、

童
男
行
者
の
姿
に
応
現
し
て
人
々
を
救
済
す
る
観
音
菩
薩
が
、
そ
の
身
を
化
現
さ
せ
た
生
身
観

音
像
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

従
来
、
天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）
に
仁
範
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
「
粉
河
寺
大
率
都
婆
建
立
縁

起３
）

」（
以
下
本
稿
で
は
「
大
率
都
婆
縁
起
」
と
称
す
）
に
収
載
さ
れ
る
粉
河
寺
縁
起
が
最
古
本
と

し
て
評
価
さ
れ
、
漢
文
縁
起
も
こ
れ
を
元
に
す
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
き
た４

）

。
例
え
ば「
童

行
者
」（
大
率
都
婆
縁
起
）
と
「
童
男
行
者
」（
漢
文
縁
起
）、「
我
住
紀
伊
国
那
賀
郡
風
市
杜
云

粉
河
所
」（
大
率
都
婆
縁
起
）
と
「
我
住
紀
伊
国
那
賀
郡
風
市
村
粉
河
寺
」（
漢
文
縁
起
）、「
更

云
粉
河
所
」（
大
率
都
婆
縁
起
）
と
「
更
無
粉
河
寺
」（
漢
文
縁
起
）
な
ど
に
つ
い
て
は
後
世

の
改
変
が
及
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
、
前
者
が
よ
り
古
い
表
記
で
あ
る
と
い
え
る
が
、「
大
率
都
婆

縁
起
」
の
本
文
が
よ
り
修
飾
的
か
つ
説
明
的
で
あ
る
一
方
、「
漢
文
縁
起
」
が
簡
潔
か
つ
正
確
で

あ
る
点
な
ど
は
、
単
純
に
後
者
を
前
者
の
本
文
を
ま
と
め
な
お
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
も
難

し
い
。
そ
も
そ
も
大
率
都
婆
縁
起
収
載
の
粉
河
寺
縁
起
自
体
が
、
仁
範
に
よ
る
加
筆
を
受
け
て

い
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ
、
両
史
料
の
前
後
関
係
を
考
え
る
よ
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト

か
ら
共
通
の
祖
本
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
よ
り
重
要
と
な
ろ
う
。

こ
の
祖
本
と
な
る
縁
起
が
形
成
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
縁
起
末
尾
に
記
さ
れ
る
自
ら
の
住
宅
を
布
施
し
て
粉
河
寺
の
本
堂
と
な
し
た
、
伊
都
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郡
渋
田
村
の
寡
婦
富
久
字
大
刀
自
に
関
す
る
関
連
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。「
平
田
福
刀

自
子
家
地
充
文
案５

）

」（
図
１
）
を
次
に
示
す
。

充
行
家
地
公
験
事

案
文

合
肆
枚
一
枚
本
券
文

一
枚
行
文

二
枚
処
分
帳

地
員
弐
段
佰
歩

在
大
和
国
葛
下
郡
廿
二
条
三
里
十
八
坪
一
段
、
東
南
角
、

右
、
故
伯
父
平
田
宿
禰
全

丸
得
分
地
也
、
而
賜
福
刀
自
子
已
了
、

同
郡
廿
四
条
三
里
廿
五
坪
一
段

廿
六
坪
二
百
歩

異
筆
）「
件
坪
三
男
処
分
了
」

右
、
故
親
父
賜
地
公
験
也
、

右
、
件
家
地
公
験
、
依
有
教
、
甥
同
姓
高
雄
、
永
年
度
行
如
件
、

延
喜
十
一
年
三
月
廿
三
日

姑
平
田
宿
禰

福
刀
自
子

件
公
験
度
給
見
、
甥
平
田

常
範

福
刀
自
子
居
住
紀
伊
国
伊
都
郡
判

平
田

安
範

検
校
正
六
位
上
文
伊
美
吉

今
雄

所
由
文

新
雄

郡
老
□
六
位
下
六
人
部
連

文

興
国

郡
老
大
領
外
従
八
位
上
文
伊
美
吉

文

全
邦

擬
大
領
従
七
位
上
文
伊
美
吉

主
帳
外
大
初
位
旦
来
直

擬
大
領
従
八
位
上
六
人
部
連

□
□
□
従
八
位
上
六
人
部
連

忠
雄

□
□
□
従
八
位
上
文
伊
美
吉

延
喜
一
一
年
（
九
一
一
）
に
平
田
福
刀
自
子
が
大
和
国
葛
下
郡
の
土
地
を
甥
に
充
て
が
う
内

容
で
、
平
田
氏
は
、
大
和
か
ら
紀
の
川
流
域
に
か
け
て
勢
力
を
有
し
た
坂
上
氏
系
の
渡
来
系
氏

族
で
あ
っ
た 6

）

。
本
史
料
中
に
は
「
福
刀
自
子
居
住
紀
伊
国
伊
都
郡
判
」
と
も
あ
る
の
で
、
そ
の

居
住
地
も
縁
起
の
「
渋
田
村
」（
伊
都
郡
内
）
と
齟
齬
が
な
く
、「
漢
文
縁
起
」
の
「
富
久
字
大

刀
自
」
と
読
み
も
概
ね
一
致
し
て
お
り
、
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

縁
起
の
「
富
久
字
大
刀
自
」
の
く
だ
り
は
、
観
音
の
霊
験
譚
に
続
く
伽
藍
形
成
の
文
脈
で
堂

図１ 平田福刀自子家地充文案 国立国会図書館蔵
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舎
と
そ
の
寄
附
者
が
示
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
こ
に
は
縁
起
と
資
材
帳
に
相
当
す
る
要
素
が
あ
る
。

実
際
に
こ
の
平
田
宿
禰
福
刀
自
子
（＝

富
久
字
大
刀
自
）
が
粉
河
寺
に
堂
舎
を
寄
進
し
た
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
地
域
の
有
力
豪
族
で
あ
り
か
つ
土
地
の
相
続
者
で
あ
っ

て
経
済
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
そ
の
蓋
然
性
は
高
い
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
粉
河
寺
縁
起
本
文
が
成
立
し
た
上
限
に
つ
い
て
は
、
平
田
福
刀
自
子
在
世
時
の
一
〇

世
紀
初
頭
ご
ろ
で
あ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

正
智
院
所
蔵
の
正
暦
五
年
（
九
九
四
）「
太
政
官
符
案 7

）

」
に
は
、
永
延
二
年
（
九
八
八
）
の
寺

解
に
記
載
さ
れ
た
旧
記
を
引
用
し
て「
此
地
白
粉
流
水
、
時
々
現
神
変
之
相
、
黄
金
放
光
、
屡
々

示
希
有
之
瑞
、
点
処
而
発
願
、
結
此
木
而
構
庵
、
未
及
人
間
之
力
巧
、
顕
紫
磨
金
之
尊
像
、
以

之
称
粉
河
寺
、
以
之
号
自
然
仏
、
于
時
大
伴
連
孔
子
古
、
奉
為
公
家
、
以
去
宝
亀
年
中
奉
造
也
」

と
、
か
な
り
要
約
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
縁
起
の
内
容
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
「
旧
記
」
が
粉
河

寺
縁
起
の
祖
本
と
共
通
す
る
も
の
と
見
ら
れ
、
す
で
に
一
〇
世
紀
後
半
に
は
縁
起
は
国
司
へ
進

達
す
る
文
書
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
ろ
の
粉
河
寺
の
状
況
を
示
す
も
の
と
し
て
、
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
完
成
し
た
『
延

喜
式
』
主
税
上
諸
国
本
稲
条
に
「
紀
伊
国
正
税
・
公

各
十
七
万
五
千
束
、
国
分
寺
料
二
万
束
、

金
剛
峯
寺
料
五
千
六
百
十
六
束
、
同
寺
灯
分
料

仏
聖
料
二
千
八
百
束
、
粉
河
寺
料
四
百
束
、

文
殊
会
料
二
千
束
、
修
理
池
溝
料
三
万
束
、
救
急
料
六
万
束
」
と
あ
り
、
一
〇
世
紀
初
頭
に
は
、

粉
河
寺
は
紀
伊
国
分
寺
や
金
剛
峯
寺
と
並
ん
で
国
府
か
ら
の
財
政
支
援
を
受
け
、
定
額
寺
院
化

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
先
に
見
た
縁
起
成
立
の
上
限
と
も
符
号
す
る
。
こ
う
し
た
状
況

下
に
お
い
て
、
縁
起
及
び
資
材
帳
の
整
備
と
進
官
の
必
要
が
生
じ
て
、
粉
河
寺
縁
起
の
祖
本
が

形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る 8

）

。

も
ち
ろ
ん
、
現
今
の
粉
河
寺
縁
起
（「
漢
文
縁
起
」）
は
、
文
書
様
式
上
、
資
材
帳
た
り
得
な

い
。
た
だ
、
大
伴
孔
子
古
に
よ
る
柴
庵
の
建
立
、
本
尊
像
の
自
然
出
現
と
そ
の
安
置
と
い
う
縁

起
前
半
部
分
も
、
縁
起
末
尾
の
堂
舎
寄
進
の
情
報
と
と
も
に
、
資
材
帳
と
接
続
す
る
要
素
は
含

ま
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
「
大
率
都
婆
縁
起
」
に
は
「
尋
其
流
来
縁
起
、

御
寺
別
当
湛
誉
時
、
焼
失
之
云
々
」
と
あ
っ
て
、
天
喜
二
年
（
一
〇
五
四
）
仁
範
起
草
の
際
に

お
い
て
は
別
当
湛
誉
の
時
に
流
来
縁
起
が
焼
失
し
た
と
の
伝
え
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
従
来

注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
流
来
と
は
流
記
、
す
な
わ
ち
資
材
帳
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の

よ
う
に
捉
え
れ
ば
こ
れ
は
、
流
記
（
資
材
帳
）
及
び
縁
起
の
存
在
を
示
し
て
い
る
情
報
と
も
読

み
取
れ
る
。
そ
の
焼
失
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
粉
河
観
音
の
霊
験
を
三
十
三
段
に
示
し
た
「
粉

河
寺
縁
起 9

）

」（
以
下
「
和
文
縁
起
」
と
記
す
）
の
「
別
当
湛
誉
愁
申
寺
家
焼
亡
得
夢
想
第
五
」
に

は
承
平
五
年
（
九
三
五
）
八
月
一
三
日
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
年
紀
の
信
憑
性
を
他
の
史

料
で
担
保
し
え
な
い
も
の
の
、
い
ず
れ
に
し
て
も
流
記
（
資
材
帳
）
の
存
在
が
寺
内
で
は
早
い

段
階
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

同
じ
時
期
に
資
材
帳
が
作
成
さ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
は
、
承
平
七
年
（
九
三
七
）
命
蓮
に

よ
っ
て
記
さ
れ
た
「
信
貴
山
寺
資
材
宝
物
帳
」（『
平
安
遺
文
』
四
九
〇
四
号
）
や
天
暦
七
年
（
九

五
三
）
作
成
の
「
近
長
谷
寺
資
材
帳
」（『
平
安
遺
文
』
二
六
五
号
）
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
信

貴
山
寺
資
材
宝
物
帳
」
に
つ
い
て
は
、
列
記
さ
れ
た
資
材
宝
物
に
続
く
本
文
に
「
右
、
命
蓮
、

以
寛
平
年
中
、
未
弁
叔
麦
、
幼
稚
之
程
、
参
登
此
山
、
但
所
有
方
丈
円
同
一
宇
、
安
置
毘
沙
門

一
軀
、
爰
愚
私
造
闇
室
、
限
十
二
年
、
山
蟄
勤
修
之
間
、
更
無
人
音
、
仏
神
有
感
、
彼
此
同
法

出
来
、
専
住
於
此
山
、
更
無
他
行
、
自
然
臻
于
六
十
有
余
、
其
間
奉
造
本
堂
四
面
庇
、
自
余
宝

殿
尊
像
、
又
宝
物
坊
舎
等
、
所
造
儲
也
」
と
あ
っ
て
、
本
尊
霊
験
譚
は
含
ま
れ
な
い
も
の
の
命

蓮
の
登
山
か
ら
伽
藍
整
備
に
い
た
る
縁
起
が
示
さ
れ
、
鎮
守
山
王
・
勧
請
諸
神
に
そ
の
護
持
を

願
う
内
容
と
な
る
。
律
令
制
的
な
資
材
帳
の
制
度
が
十
全
な
形
で
機
能
し
な
く
な
っ
て
か
ら
の

文
書
で
あ
り
、
政
府
へ
の
提
出
の
た
め
で
は
な
く
、
寺
内
置
文
と
し
て
の
目
録
で
あ
る
と
評
価

さ
れ
る10

）

。

粉
河
寺
の
流
記
と
縁
起
が
進
官
用
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
置
文
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
な

お
断
定
は
難
し
い
が
、
一
〇
世
紀
初
め
ご
ろ
に
形
成
さ
れ
た
「
流
来
縁
起
」
を
祖
本
と
し
て
、

そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
「
自
然
仏
」
た
る
本
尊
の
霊
験
譚
を
、
資
材
帳
的
要
素
を
含
ん
で
ま
と

め
た
も
の
が
「
粉
河
寺
縁
起
」
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
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二

縁
起
を
ま
と
う
霊
現
像
｜
粉
河
寺
縁
起
に
基
づ
く
本
尊
の
図
像
化
｜

１

童
男
行
者
、
大
伴
孔
子
古
、
鞘
付
帯
と
漢
文
縁
起

本
稿
の
主
題
に
入
る
。
粉
河
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
（
図
２
）
は
、
絹

本
著
色
と
し
て
絹
継
ぎ
は
な
く
、
縦
一
二
九
・
五
㎝
、
横
五
九
・
八
㎝
を
計
る
。
画
面
向
か
っ

て
右
側
に
上
部
か
ら
下
部
へ
と
波
上
に
欠
損
が
あ
り
、
現
状
補
絹
が
施
さ
れ
て
い
る
。
欠
損
は

上
部
が
大
き
く
下
部
が
小
さ
い
の
で
、
巻
い
た
状
態
で
表
面
よ
り
内
部
へ
と
損
傷
が
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。

観
音
の
住
ま
う
補
陀
落
山
の
景
観
中
に
、
中
央
に
幅
広
の
舟
形
光
背
を
背
負
っ
て
蓮
台
に
立

つ
千
手
観
音
、
そ
の
両
脇
に
眷
属
の
二
十
八
部
衆
及
び
風
神
・
雷
神
が
並
ぶ
。
一
見
し
て
本
図

を
他
の
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
と
区
別
す
る
の
が
、
観
音
の
足
下
、
向
か
っ
て
右
に
幹
の
曲

が
っ
た
木
の
根
元
に
座
る
、
み
ず
ら
を
結
っ
て
袍
と
袈
裟
を
ま
と
い
右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
数

珠
を
執
っ
た
童
子
形
の
行
者
と
、
左
に
束
帯
姿
で
笏
を
執
り
牀
座
に
座
る
貴
族
男
性
で
あ
る
。

そ
し
て
画
面
最
上
部
に
帳
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
珍
し
い
。

さ
ら
に
中
尊
千
手
観
音
像
を
詳
細
に
見
る
と（
図
３
）、
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
特
殊
な
図
像

が
確
認
さ
れ
る
。
ま
ず
脇
手
の
う
ち
右
側
最
下
段
の
施
無
畏
手
に
は
、
手
首
に
掛
け
た
帯
に
、

黒
い
棒
状
の
も
の
が
さ
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
最
も
目
立
つ
の
は
、
左
肩
に
、
腰
下
ま
で
を
覆

う
鮮
や
か
な
紅
色
の
衣
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
は
胸
前
で
蓮
華
を
執
る
脇
手
が
、

一
般
的
な
千
手
観
音
図
像
で
は
二
臂
で
あ
る
と
こ
ろ
四
臂
表
さ
れ
て
い
る
の
も
印
象
的
で
あ
る
。

中
尊
肉
身
部
は
金
泥
と
し
て
、
輪
郭
は
朱
線
で
描
き
起
こ
し
、
装
身
具
は
金
泥
、
着
衣
部
に

は
精
緻
な
截
金
（
条
帛
に
斜
格
子
文
、

は
表
の
地
文
様
が
卍
繋
ぎ
文
で
縁
は
唐
草
文
、
裏
の

地
文
様
は
麻
葉
繋
ぎ
文
で
縁
は
線
条
）
を
施
す
。
諸
眷
属
・
従
者
は
彩
色
主
体
と
し
て
髪
部
や

鎧
、
着
衣
、
装
身
具
等
に
金
泥
及
び
截
金
を
施
し
て
、
中
尊
も
含
め
細
部
ま
で
入
念
の
作
と
な

る
。
お
よ
そ
南
北
朝
時
代
頃
の
画
風
を
示
し
て
い
る
が
、
二
十
八
部
衆
の
各
像
面
貌
を
み
る
と

や
や
緊
張
を
緩
め
た
印
象
も
あ
り
、
や
や
幅
を
も
た
せ
て
、
南
北
朝
時
代
〜
室
町
時
代
前
期
、

一
四
世
紀
後
半
ご
ろ
の
制
作
と
み
て
お
き
た
い
。

本
図
の
う
ち
、
観
音
足
下
の
童
子
形
行
者
像
（
図
４
）
に
つ
い
て
は
、
山
本
陽
子
氏
の
研
究

に
よ
り
粉
河
観
音
の
化
身
た
る
童
男
行
者
の
姿
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る11

）

。「
大
率

都
婆
縁
起
」
に
「
根
本
精
舎
西
南
去
二
町
許
、
有
勝
地
。
古
老
伝
云
、
此
大
悲
観
音
最
初
出
現

之
地
也
。
又
悦
云
、
童
行
者
経
行
之
所
也
。
其
地
傍
有
一
霊
木
、
鈎
樟
也
。
雖
経
三
百
余
歳
之

星
霜
、
其
根
茎
不
長
大
、
其
枝
条
不
増
減
。
其
樹
下
有
一
霊
地
。
方
三
尺
許
。
雖
送
数
百
年
之

春
秋
、
不
生
更
草
木
、
不
汗
於
塵
土
。
奇
異
神
妙
、
霊
験
掲
焉
。
古
老
云
々
、
是
釣
樟
、
此
行

者
之
立
杖
所
生
付
也
云
々
。
然
為

泥
所
繞
、
崇
勝
地

人
、
為
荊

所
覆
、
悲
陵
遅
有
歎
。」

と
あ
る
よ
う
に
「
鈎
樟
」
の
根
元
に
座
る
姿
も
縁
起
に
由
来
す
る
。
な
お
、
こ
の
鈎
樟
（
鉤
樟
）

に
つ
い
て
は
、
同
文
中
に
「
釣
樟
」
と
も
記
さ
れ
、
と
も
に
ク
ロ
モ
ジ
を
あ
ら
わ
す
が
、
大
木

と
は
な
ら
ず
、
幹
も
う
ね
ら
な
い
。
樹
種
が
あ
い
ま
い
と
な
っ
た
後
、「
鈎
」字
か
ら
の
類
椎
に

よ
り
幹
の
曲
が
っ
た
木
と
い
う
図
像
が
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

貴
族
男
性
像
（
図
５
）
に
つ
い
て
は
、
縁
起
に
登
場
す
る
人
物
と
し
て
は
前
半
の
大
伴
孔
子

古
、
後
半
の
佐
大
夫
が
候
補
と
な
る
。
図
像
的
に
は
特
段
の
特
徴
を
有
し
て
い
な
い
が
、
佐
大

夫
が
「
不
知
其
名
」
と
い
う
人
物
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
正
暦
五
年
（
九
九
四
）
の
太
政

官
符
案
で
も
す
で
に
創
建
の
壇
主
と
し
て
名
の
上
が
る
大
伴
孔
子
古
が
ふ
さ
わ
し
い
。
猟
師
姿

で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
も
、
そ
の
一
族
が
別
当
を
勤
め
て
き
た
寺
史
に
即
し
て
、
ふ
さ
わ
し

い
姿
へ
と
理
想
化
が
及
ん
で
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

中
尊
千
手
観
音
の
図
像
の
う
ち
、
右
脇
手
最
下
段
、
本
来
は
持
物
を
執
ら
な
い
施
無
畏
手
の

手
首
に
掛
け
た
帯
か
ら
下
が
っ
た
黒
い
棒
（
図
６
）
に
つ
い
て
も
漢
文
縁
起
と
の
相
関
が
明
確

で
あ
る
。
漢
文
縁
起
後
段
の
、
子
の
病
を
千
手
陀
羅
尼
の
威
力
で
癒
や
し
た
童
男
行
者
に
佐
大

夫
が
差
し
出
し
受
け
取
っ
た
「
鞘
付
帯
一
筋
」
が
、
粉
河
の
草
堂
に
安
置
さ
れ
る
千
手
観
音
を

拝
見
し
た
際
に
「
我
先
所
施
帯
鞘
之
刀
、
持
施
無
畏
之
手
」
と
施
無
畏
手
に
持
っ
て
い
る
の
を

見
つ
け
た
、
そ
の
鞘
付
帯
（
帯
鞘
之
刀
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
帯
、
鞘
、
そ
し
て

施
無
畏
手
と
正
確
に
図
像
化
し
て
い
て
、
い
わ
ば
縁
起
が
儀
軌
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
え

る
。
粉
河
寺
の
根
本
の
縁
起
に
現
れ
る
粉
河
観
音
の
霊
験
を
象
徴
的
に
示
す
、
最
も
重
要
な
持

物
で
あ
る
と
い
え
る
。
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図２ 千手観音二十八部衆像 粉河寺蔵
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図３ 千手観音像（千手観音二十八部衆像 粉河寺蔵）
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図４ 童男行者像
（千手観音二十八部衆像 粉河寺蔵）

図５ 大伴孔子古像
（千手観音二十八部衆像 粉河寺蔵）

図６ 施無畏手の鞘付帯
（千手観音二十八部衆像 粉河寺蔵）
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２

紅
袴
、
帳
と
和
文
縁
起
の
在
原
業
平
説
話

次
に
、
左
肩
か
ら
掛
け
ら
れ
た
印
象
的
な
紅
色
の
衣
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
衣
に
つ
い

て
は
、
従
来
国
宝
・
粉
河
寺
縁
起
に
描
か
れ
る
、
河
内
国
讃
良
郡
の
長
者
娘
（「
漢
文
縁
起
」
の

河
内
国
渋
川
郡
馬
馳
市
佐
大
夫
愛
子
か
ら
改
編
）
を
治
癒
し
た
際
に
、
娘
が
童
男
行
者
に
差
し

出
し
、
の
ち
粉
河
の
千
手
観
音
像
の
手
に
掛
か
っ
て
い
た
紅
袴
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た12
）

。
国
宝
絵
巻
の
詞
書
で
は
「
さ
け
さ
や
ひ
と
つ
く
れ
な
□
」
と
あ
っ
て
詞
は
欠
落
す
る
が
、

画
中
に
は
紅
の
袴
が
右
脇
手
半
ば
あ
た
り
に
象
徴
的
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
。

し
か
し
注
意
が
必
要
な
の
は
、
図
像
と
し
て
み
た
場
合
、
紅
の
衣
を
左
肩
か
ら
身
に
掛
け
て
い

る
図
像
（
図
７
）
と
、
右
脇
手
の
外
側
に
袴
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
図
像
（
図
８
）
は
、
全
く
異

な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
絵
巻
で
は
鞘
付
帯（
国
宝
絵
巻
詞
書
で
は「
提

鞘
」
と
す
る
）
も
左
手
最
下
段
の

索
手
に
持
た
さ
れ
て
お
り
、
詞
書
に
「
施
無
畏
の
お
手
」

と
記
す
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
約
束
事
に
も
無
頓
着
で
あ
る
。
両
者
は
似
て
非
な
る
図
像
と
い

え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
紅
色
の
衣
の
図
像
は
、
国
宝
・
粉
河
寺
縁
起
の
千
手
観
音
像
か
ら
影
響
を
受
け

た
痕
跡
は
な
い
と
い
え
る
が
、
で
は
こ
の
肩
に
掛
け
た
紅
の
衣
の
図
像
は
い
か
に
し
て
成
立
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
和
文
縁
起
の
第
三
段
「
在
原
業
平
朝
臣
北
方
感
得
上
味
酒
菓
第
三
」
に
関

連
す
る
内
容
が
確
認
で
き
る
の
で
全
文
を
示
す
。

在
原
業
平
朝
臣
北
方
感
得
上
味
酒
菓
第
三

業
平
朝
臣
の
右
近
少
将
た
り
し
時
、
殿
上
人
相
議
し
て
珍
物
を
調
て
主
上
に
献
ず
る
こ
と

あ
り
。
少
将
家
貧
に
し
て
営
む
べ
き
力
な
し
。
山
林
の
素
意
を
遂
ん
と
思
ひ
て
、
今
一
度

龍
顔
を
も
拝
せ
ん
が
た
め
に
参
内
せ
ら
れ
け
り
。
北
方
少
年
よ
り
毎
日
に
普
門
品
三
十
三

巻
を
読
に
、
今
日
の
所
作
に
当
て
涙
に
咽
て
居
せ
り
。
霊
き
童
の
立
文
に
具
し
て
風
菓
を

持
て
来
れ
る
あ
り
。
人
間
の
味
に
あ
ら
ず
。
由
緒
を
問
に
、
紀
伊
国
粉
河
寺
の
御
使
な
り

と
ぞ
答
け
る
。
喜
悦
に
堪
ず
、
紅
袴
を
使
者
に
授
く
る
に
童
不
肯
受
。
北
方
誣
て
曰
く
、

人
の
志
を
ば
不
失
も
の
な
り
、
肩
に
打
懸
つ
。
翌
日
に
少
将
捧
此
風
菓
て
天
皇
に
上
つ
る
。

図８ 粉河寺縁起（部分） 粉河寺蔵 図７ 千手観音二十八部衆像（部分） 粉河寺蔵
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叡
感
殊
に
甚
し
。
其
後
四
月
上
旬
に
少
将
北
方
と
相
共
に
当
寺
に
参
詣
す
。
観
音
を
拝
見

し
奉
る
へ
き
よ
し
別
当
恩
賀
に
触
ら
れ
け
れ
ば
、
此
本
尊
を
は
奇
瑞
な
き
人
は
拝
み
た
て

ま
つ
ら
ず
と
い
ふ
に
、
御
帳
の
う
ち
よ
り
異
香
忽
に
薫
ず
。
恩
賀
感
伏
し
て
御
帳
を

に
、

観
音
の
御
肩
に
紅
袴
を
懸
お
は
し
ま
す
。
北
方
驚
て
曰
く
、
此
袴
は
先
に
童
に
与
し
物
な

り
。
少
将
恠
色
な
り
。
北
方
験
す
ら
く
、
業
平
と
書
れ
た
る
よ
し
二
宇
を
晦
跡
せ
ん
後
の

信
物
と
思
て
袴
の
腰
に
入
べ
き
。
即
捜
り
得
た
り
。
見
聞
の
人
不
思
議
の
心
を
な
さ
ず
と

い
ふ
こ
と
な
し
。
清
和
の
御
時
の
貞
観
六
年
の
夏
事
な
り
。

在
原
業
平
が
主
上
に
献
上
す
る
珍
物
を
用
意
で
き
ず
に
困
っ
て
い
た
際
、
や
っ
て
き
た
神
秘

的
な
童
が
持
参
し
た
菓
子
は
こ
の
世
の
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
味
で
あ
っ
た
。
聞
く
と
紀
伊
国

粉
河
寺
か
ら
の
使
い
と
い
う
。
業
平
妻
の
北
の
方
は
喜
び
、
使
者
に
紅
の
袴
を
授
け
よ
う
と
し

た
が
受
け
取
ら
な
い
の
で
、
気
持
ち
な
の
で
受
け
と
っ
て
ほ
し
い
と
そ
の
肩
に
う
ち
掛
け
た
。

菓
子
は
天
皇
に
さ
し
あ
げ
感
動
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
業
平
と
北
の
方
が
粉
河
寺
に

参
詣
し
て
、
観
音
を
拝
見
さ
せ
て
ほ
し
い
と
別
当
恩
賀
に
尋
ね
る
と
、
奇
瑞
の
な
い
人
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
言
う
や
い
な
や
帳
の
中
か
ら
よ
い
香
り
が
た
だ
よ
っ
た
の
で
、
驚
い
て
帳

を
開
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
観
音
の
肩
に
紅
袴
が
掛
か
っ
て
い
た
。
北
の
方
が
袴
に
入
れ
て
い
た

業
平
と
書
い
た
紙
を
見
つ
け
た
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
図
の
図
像
は
、
ま
さ
し
く
肩
に
う
ち
掛
け
た
紅
色
の
衣
（
袴
）
で
あ
り
、
肩
に
掛
け
た
と

明
記
す
る
業
平
説
話
の
内
容
と
明
瞭
に
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
図
像
形
成
に
あ

た
っ
て
は
「
和
文
縁
起
」
が
典
拠
と
な
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る13

）

。

さ
ら
に
本
図
の
画
面
上
方
に
描
か
れ
た
巻
き
上
げ
ら
れ
た
帳
（
図
９
）
に
つ
い
て
も
、
こ
の

業
平
説
話
と
の
強
い
関
連
性
を
指
摘
で
き
る
。
突
然
立
ち
こ
め
た
薫
香
の
な
か
、
別
当
恩
賀
が

帳
を
開
い
て
み
る
と
、
北
の
方
が
童
子
の
肩
に
掛
け
た
紅
袴
が
観
音
像
の
肩
に
そ
の
ま
ま
掛

か
っ
て
い
た
と
い
う
場
面
展
開
は
劇
的
な
も
の
で
、
粉
河
観
音
が
化
身
し
て
現
れ
人
々
を
確
か

に
救
済
し
て
く
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
道
具
立
て
と
い
え
る
。
そ
も
そ
も
画
面
上
部
に
帳
を
描
く
の
は
神
や
貴
人
（
特
に
皇
族
）
に

限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
も
本
像
の
事
例
は
特
殊
な
も
の
と
い
え
、
こ
れ
も
ま
た
縁
起
に
基

図９ 帳（千手観音二十八部衆像 粉河寺蔵）
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づ
く
図
像
と
判
断
し
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る14

）

。
足
利
尊
氏
や
そ
の
母
上
杉
清
子
、
足
利
義
持
、

義
教
が
粉
河
寺
に
帳
を
奉
納
し
て
い
る
が15

）

、
こ
う
し
た
布
施
行
為
も
縁
起
の
霊
験
譚
を
背
景
に

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

「
粉
河
寺
旧
記16

）

」
に
収
載
さ
れ
る
、
元
和
年
間
（
一
六
一
五
〜
二
四
）
に
行
わ
れ
た
什
物
改

の
際
に
提
出
さ
れ
た
御
池
坊
什
物
の
な
か
に
「
御
真
影

中
将
業
平
之
画
」
が
あ
っ
て
、
そ
の

由
緒
品
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
粉
河
寺
で
は
在
原
業
平
と
い
う
存
在
が
重
要
視
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
業
平
伝
承
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
、
現
在
本
堂
厨
子
内
に
安
置
さ
れ

る
お
前
立
像
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
秘
仏
の
千
手
観
音
立
像
は
、
寄
木
造
、
玉
眼
を
嵌
入
し
て
古
色
を
呈
す
る
と
の
猪
川
和

子
氏
に
よ
る
報
告
が
あ
り17

）

、
同
書
掲
載
の
写
真
を
み
る
と
左
肩
に
は
実
際
の
布
で
紅
袴
を
表
し

て
掛
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
宮
内
省
に
設
置
さ
れ
た
臨
時

全
国
宝
物
取
調
局
に
よ
る
鑑
査
の
結
果
を
ま
と
め
た「
和
歌
山
県
宝
物
精
細
簿
」（
東
京
国
立
博

物
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
像
高
二
尺
八
寸
（
約
八
四
㎝
）
を
計
り
、
二
十
八
部
衆
及
び
風
神
・
雷
神

像
（
本
堂
所
在
、
享
保
五
〜
六
年
、
仏
師
法
橋
友
学
康
林
作
）
と
と
も
に
、
三
等
と
い
う
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
調
査
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
に
重
要
な

記
録
が
あ
る
の
で
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

和
歌
山
県
に
お
け
る
宝
物
鑑
査
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
一
年
五
月
一
五
日
か
ら
二

三
日
ま
で
、
和
歌
山
市
か
ら
高
野
山
に
か
け
て
行
わ
れ
た
鑑
査
を
随
行
記
者
が
『
日
出
新
聞
』

に
詳
報
し
て
い
る18

）

。
五
月
一
六
日
、
一
七
日
の
粉
河
寺
の
よ
う
す
を
次
に
示
す
。

此
日
根
来
に
着
す
る
頃
よ
り
雨
降
り
出
て
一
行
は
頗
る
困
難
を
極
め
た
る
が
、
午
后
一
時

過
ぎ
同
寺
を
発
し
、
粉
川
寺
に
着
し
同
寺
に
陳
列
の
什
宝
を
点
検
す
。
然
る
に
茲
に
一
奇

話
あ
り
と
云
ふ
は
、
図
書
頭
等
今
回
の
巡
覧
は
如
何
な
る
性
質
の
も
の
な
り
と
心
得
た
る

に
や
、
粉
川
村
戸
長
役
場
は
数
日
前
よ
り
粉
川
寺
の
大
門
入
口
の
柱
に
幟
の
如
き
大
な
る

紙
へ
「
美
術
品
監
定
を
請
は
ん
と
す
る
も
の
は
来
る
十
六
日
十
禅
院
（
陳
列
場
に
充
て
し

院
）
に
持
参
す
べ
し
」
と
筆
太
く
書
き
て
張
り
付
け
し
こ
と
な
れ
ば
種
々
の
物
品
を
持
ち

寄
り
、
役
行
者
の
穿
ち
し
下
駄
や
大
磯
の
虎
（
虎
は
十
郎
没
後
尼
と
な
り
紀
州
に
来
り
た

る
由
）
の
携
へ
し

の
如
き
迄
取
り
揃
へ
、
其
癖
名
品
は
至
て
少
し
。
今
其
中
よ
り
ま
づ

参
観
人
の
目
に
留
り
し
も
の
を
挙
れ
ば
、
沈
南

の
花
鳥
人
物
二
幅
、
宋
朝
の
置
物
（
犬

の
形
）、
獅
子
の
香
炉
、
曾
我
十
郎
の
太
刀
、
西
金
居
士
の
十
六
羅
漢
像
、
古
代
大
壺
、
粉

川
寺
の
古
図
、
五
大
尊
像
、
在
原
業
平
筆
と
云
ふ
所
の
千
手
観
音
、
役
行
者
の
像
、
鎌
足

公
の
像
、
白
芝
山
筆
の
虎
等
な
る
が
、
右
の
外
優
等
の
評
あ
り
し
は
定
家
卿
の
端
書
、
鳥

羽
僧
正
の
画
き
し
粉
川
寺
の
縁
起
（
書
画
せ
し
人
は
確
と
其
人
な
る
や
否
は
知
ら
ず
）
に

て
、
此
れ
は
天
正
の
兵
燹
に
罹
り
、
上
下
を
焼
き
た
る
を
綴
り
合
せ
て
一
巻
と
な
し
た
る

も
の
な
り
。
同
夜
は
一
行
の
人
々
同
寺
内
十
禅
院
に
宿
し
（
中
に
は
粉
川
村
旅
籠
屋
に
泊

せ
し
も
あ
り
）、
翌
十
七
日
早
朝
粉
川
寺
の
秘
仏
観
音
を
開
帳
一
拝
せ
し
が
、
古
色
黝
然
と

し
て
年
代
は
余
程
経
過
せ
し
も
の
な
る
べ
き
も
作
は
余
り
精
巧
と
は
云
ふ
べ
か
ら
ず
。
其

像
は
千
手
観
音
に
し
て
肩
に
赤
き
裂
れ
地
を
掛
た
り
。
是
れ
は
如
何
な
る
も
の
な
り
や
を

尋
ぬ
れ
ば
、
右
は
在
原
業
平
が
信
向
せ
し
観
音
に
て
彼
の
裂
れ
地
は
業
平
の
着
し
た
る
衣

の
一
片
な
り
と
云
へ
り
。
此
粉
川
寺
の
観
音
は
数
百
年
来
開
帳
せ
ざ
る
も
の
と
か
に
て
、

此
の
開
帳
の
事
を
聞
き
、
同
地
の
も
の
は
観
音
の
祟
り
に
由
り
此
の
里
に
火
事
は
な
き
や

な
ど
気
遣
ふ
も
の
あ
り
と
は
愚
の
至
り
と
謂
う
べ
し
。

こ
の
時
の
鑑
査
で
は
、
紀
三
井
寺
や
金
剛
峯
寺
の
金
堂
・
御
影
堂
も
含
め
て
秘
仏
を
開
帳
さ

せ
て
お
り
、
粉
河
寺
で
も
数
百
年
ぶ
り
の
開
帳
と
な
っ
た
。
千
手
観
音
の
肩
に
は
赤
い
裂
が
掛

か
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
問
わ
れ
た
寺
僧
は
、
在
原
業
平
が
信
仰
す
る
観
音
像
で
、
裂
も
業
平
の

着
た
衣
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
肩
に
掛
か
る
紅
袴
が
在
原
業
平
由
縁
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
、
明
治
時
代
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
確
認
す
る
と
、
先
に
結
論
づ
け
た
紅
袴
図
像
の
典
拠
が
「
和
文
縁
起
」
の
在
原

業
平
譚
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

３

四
臂
の
蓮
華
手
と
和
文
縁
起
の
蓮
華
説
話

最
後
に
、
通
常
は
胸
前
に
二
臂
を
掲
げ
る
蓮
華
手
が
、
本
像
で
は
四
臂
掲
げ
て
い
る（
図
10
）
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こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

千
手
観
音
の
脇
手
（
大
手
）
表
現
に
つ
い
て
、
絵
画
と
彫
刻
で
は
傾
向
が
異
な
り
、
彫
刻
で

は
胸
前
の
合
掌
手
と
腹
前
の
宝
鉢
手
の
み
を
あ
ら
わ
す
事
例
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
絵
画
の
場

合
は
こ
れ
に
二
臂
の
蓮
華
手
を
胸
前
に
掲
げ
る
事
例
が
一
般
的
で
、
ま
れ
に
さ
ら
に
二
臂
を
胸

前
に
掲
げ
る
図
像
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
の
千
手
観
音
像（
平
安
時
代
・

重
要
文
化
財
）
や
愛
知
県
護
国
院
の
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
（
鎌
倉
時
代
・
重
要
文
化
財
）

な
ど
で
、
前
者
で
は
追
加
の
二
臂
に
は
指
を
捻
じ
る
の
み
で
持
物
を
持
た
せ
て
お
ら
ず
、
後
者

は
そ
の
手
に
錫
杖
と
宝
戟
を
持
た
せ
て
い
る
。
本
像
の
胸
前
の
手（
合
掌
手
を
あ
わ
せ
て
六
臂
）

の
配
置
自
体
は
、
こ
う
し
た
先
行
す
る
図
像
と
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
広
大
円
満
無
礙
大
悲
心
陀
羅
尼
経
』（
千
手
経
）
に
は
千
手
観
音
の

四
〇
手
の
印
相
・
持
物
が
説
か
れ
、
そ
の
中
に
は
白
蓮
華
手
、
青
蓮
華
手
、
紫
蓮
華
手
、
紅
蓮

華
手
が
含
ま
れ
、
そ
も
そ
も
千
手
観
音
は
蓮
華
を
四
枝
持
つ
。
た
だ
し
絵
画
で
は
そ
の
配
置
は

胸
前
に
二
臂
と
、
左
右
に
広
が
る
脇
手
の
中
に
二
臂
と
す
る
も
の
で
、
本
像
の
よ
う
に
胸
前
に

四
臂
を
配
置
す
る
事
例
は
他
に
知
ら
れ
ず
、
意
図
的
な
図
像
変
更
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
現
状
の
蓮
華
の
色
は
、
中
央
の
二
臂
の
分
が
赤
、
向
か
っ
て
右
が
白
か
黄
と
み
ら
れ
、

向
か
っ
て
左
は
画
絹
が
荒
れ
て
判
断
が
難
し
い
が
群
青
か
紫
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
図
像
変
更
の
根
拠
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。「
和
文
縁
起
」中
に
は

粉
河
観
音
と
蓮
華
を
結
び
つ
け
る
霊
験
譚
と
し
て
、「
比
丘
尼
青
蓮
拝
見
金
色
蓮
花
第
十
八
」と

「
藤
原
奉
成
現
前
得
霊
薬
第
廿
二
」
が
あ
る
の
で
次
に
示
す
。

比
丘
尼
青
蓮
拝
見
金
色
蓮
花

第
十
八

青
蓮
は
入
道
大
相
国
清
盛
公
の
家
の
侍
女
な
り
。
久
安
の
比
始
て
当
寺
に
参
詣
す
。
諸
院

宮
を
勧
申
て
宝

幡
蓋
を

整
、
善
男
善
女
を
相
誘
て
鐘
磐
仏
具
を
鋳
出
す
。
鳥
羽
法
皇

御
所
持
の
大
般
若
経
を
申
給
て
安
置
し
奉
る
。
寺
に
お
い
て
勲
功
あ
る
人
な
り
。
爰
に
観

音
の
御
体
を
拝
し
た
て
ま
つ
ら
ん
と
い
ふ
願
あ
り
七
日
を
限
り
て
祈
請
す
る
に
、
夢
中
に

御
堂
の
内
陣
よ
り
貴
女
の
御
形
を
現
す
。
尼
の
申
さ
く
、
現
世
の
栄
花
は
望
に
あ
ら
す
、

来
世
の
得
脱
を
欣
ぶ
と
こ
ろ
な
り
、
変
作
は
本
意
に
あ
ら
ず
。
又
七
日
を
歴
に
幻
の
中
に

図10 四臂の蓮華手（千手観音二十八部衆像 粉河寺蔵）
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内
陣
よ
り
金
色
未
敷
の
蓮
花
を
指
出
す
。
是
我
体
な
り
と
い
ふ
御
音
あ
り
。
異
香
衣
に
染

け
る
と
ぞ
。

藤
原
奉
成
現
前
得
霊
薬

第
廿
二

奉
成
は
、
大
和
国
佐
保
の
住
人
な
り
。
笠
置
の
解
脱
上
人
の
勧
の
千
日
千
反
の
観
音
の
宝

号
を
念
す
。
生
年
十
一
歳
よ
り
当
国
池
田
圧
に
移
住
す
。
当
寺
と
境
を
交
て
殊
に
信
仰
の

思
ひ
あ
る
故
に
、
彼
宝
号
三
年
を
終
と
い
へ
ど
も
猶
無
怠
し
。
安
貞
二
年
五
月
上
旬
重
病

身
を
逼
て
半
死
半
生
す
。
同
月
廿
一
日
よ
り
腹
中
脹
満
し
て
苦
痛
難
堪
し
。
只
是
観
音
の

名
号
を
咽
の
底
に
称
念
す
。
六
月
六
日
の
丑
時
に
夢
想
あ
り
。
病
床
の
枕
に
有
音
云
、
此

薬
を
服
す
べ
し
。
両
手
を
捧
て
受
畢
ぬ
。
帰
去
御
背
を
拝
見
す
る
に
薄
墨
染
の
衣
の
雨
に

湿
て
斑
な
る
を
着
給
へ
る
老
僧
な
り
。
北
を
さ
し
て
去
ぬ
。
心
中
に
思
惟
す
ら
く
、
粉
河

寺
の
観
音
の
授
験
な
り
。
驚
て
み
れ
ば
紙
に

め
る
物
あ
り
。
十
余
粒
の
薬
な
り
。
大
さ

小
豆
の
ご
と
し
。
色
は
麻
子
に
似
た
り
。
水
に
磨
和
し
て
服
す
る
に
重
病
主
愈
て
身
体
平

復
し
ぬ
。
男
女
声
を
挙
て
感
泣
す
。
但
一
粒
を
遣
さ
ゝ
る
事
を
悔
悲
む
。
爰
に
明
朝
に
不

慮
に
一
粒
を
求
得
た
り
。
永
く
髪
中
に
納
て
、
暫
も
身
を
放
こ
と
な
し
。
播
磨
の
書
写
山

の
住
僧
貞
舜
と
云
も
の
、
去
天
福
二
年
二
月
十
二
日
に
、
当
寺
に
参
す
。
此
事
を
伝
聞
て

随
喜
に
不
堪
、
奉
成
か
所
に
行
向
ふ
て
拝
見
す
る
に
、
最
小
の
未
敷
の
青
蓮
花
の
茎
の
長

三
分
許
な
る
薬
の
中
よ
り
出
生
し
て
、
種
い
さ
ゝ
か
に
折
た
り
。
数
日
を
歴
て
此
花
漸
聞

く
。
遠
近
の
輩
手
を
さ
ゝ
へ
上
下
の
目
を
驚
す
。
末
代
の
不
思
議
な
る
へ
し
。
洛
中
に
風

聞
し
て
或
貴
所
よ
り
奉
迎
ら
る
。
遂
に
不
返
給
。
奉
成
が
田
地
の
御
下
文
を
賜
け
り
。
奉

成
出
家
し
て
今
に
現
在
せ
り
。
後
聞
く
、
天
福
二
年
六
月
廿
六
日
未
の
時
に
奈
良
故
京
の

辺
り
南
野
田
の
人
家
に
し
て
此
蓮
花
を
拝
見
し
奉
つ
る
事
あ
り
。
衆
中
に
十
歳
計
な
る
小

童
の
曰
、
蓮
花
よ
り
糸
出
給
ふ
と
。
傍
に
壮
年
の
女
あ
り
、
同
く
此
由
を
称
す
。
満
座
の

人
共
両
人
の
詞
に
驚
て
近
寄
て
見
之
に
、
長
さ
七
八
寸
計
の
、
末
は
大
く
本
は
細
く
し
て

普
通
の

糸
無
相
違
し
。
風
に
随
て
簾
に
吹
付
た
り
、
花
の
姿
た
微
小
に
し
て
頗
似
造
成

た
り
。
此
糸
を
見
及
ん
て
諸
人
信
伏
せ
す
と
云
事
な
し
。
其
糸
は
あ
み
た
仏
像
の
御
手
に

巻
付
て
、
野
田
の
堂
宇
に
留
奉
る
。
残
は
蓮
花
に
付
て
御
坐
せ
り
。

「
比
丘
尼
青
蓮
拝
見
金
色
蓮
花
第
十
八
」
に
つ
い
て
は
、
粉
河
寺
に
荘
厳
具
や
梵
音
具
、
大

般
若
経
を
勧
進
し
て
安
置
し
た
平
清
盛
侍
女
青
蓮
が
本
尊
像
を
拝
み
た
い
と
望
ん
だ
と
こ
ろ
、

夢
中
に
貴
族
女
性
の
姿
で
顕
れ
、
ま
た
内
陣
か
ら
金
色
未
敷
の
蓮
華
が
差
し
出
さ
れ
て
、
こ
れ

が
観
音
の
体
で
あ
る
と
声
が
し
た
、
と
語
る
。

「
藤
原
奉
成
現
前
得
霊
薬
第
廿
二
」
に
つ
い
て
は
、
池
田
荘
に
住
む
藤
原
奉
成
が
重
病
と
な

り
観
音
名
号
を
唱
え
る
と
、夢
に
老
僧
が
あ
ら
わ
れ
薬
を
差
し
だ
し
た
。雨
に
濡
れ
て
斑
と
な
っ

た
薄
墨
染
め
の
姿
で
、
粉
河
観
音
の
霊
験
を
授
か
っ
た
と
思
っ
た
。
目
覚
め
る
と
薬
が
一
〇
粒

あ
り
飲
む
と
平
癒
し
た
。
残
さ
ず
飲
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
い
る
と
翌
朝
も
う
一
粒
を
得
た
。

天
福
二
年（
一
二
三
四
）、
書
写
山
僧
貞
舜
が
こ
の
一
粒
の
薬
を
拝
見
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
青
蓮

華
が
伸
び
て
花
が
開
い
た
。こ
の
こ
と
が
洛
中
に
聞
こ
え
、あ
る
貴
所
に
渡
り
帰
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
奉
成
は
出
家
し
今
も
生
き
て
お
り
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
奈
良
で
こ
の
蓮
華
を
見
る

こ
と
が
あ
り
、
蓮
糸
が
で
て
、
野
田
の
堂
宇
の
阿
弥
陀
如
来
像
の
手
と
つ
な
が
っ
て
い
た
、
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
る
。

こ
の
二
つ
の
霊
験
譚
に
お
い
て
、
直
接
持
蓮
華
の
四
臂
を
胸
前
に
集
め
る
図
像
に
つ
な
が
る

文
言
は
得
ら
れ
な
い
。
ま
た
ど
ち
ら
も
未
敷
蓮
華
と
し
、
図
像
と
も
厳
密
に
は
一
致
し
な
い
。

た
だ
し
、
青
蓮
の
話
に
つ
い
て
は
帳
の
中
か
ら
金
色
の
蓮
華
が
差
し
出
さ
れ
、
そ
れ
が
仏
体
と

同
一
で
あ
る
と
の
「
御
音
」（
粉
河
観
音
の
声
）
を
得
た
と
い
う
象
徴
的
な
内
容
で
あ
り
、
藤
原

泰
奉
の
話
で
は
重
病
か
ら
回
復
さ
せ
た
薬
か
ら
青
蓮
が
生
じ
た
と
語
る
も
の
で
、
こ
の
二
話
の

蓮
華
説
話
が
示
す
の
は
、
粉
河
観
音
の
霊
験
が
蓮
華
の
形
を
な
し
て
人
々
の
前
に
顕
現
す
る
と

い
う
奇
瑞
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
粉
河
寺
式
千
手
観
音
像
に
お
い
て
は
蓮
華
手
を
四
臂
あ
ら
わ
す
図
像
的
特
徴
を
有

し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
、
粉
河
観
音
と
蓮
華
が
結
び
つ
く
言
説
が
あ
る
こ
と
を
提
示
し
て
、

そ
れ
が
粉
河
観
音
の
霊
験
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
表
さ
れ
た
可
能
性
を
想
定
す
る
こ
と
に
と

ど
め
て
お
き
た
い
。
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三

粉
河
寺
式
千
手
観
音
像
の
作
例

１

図
像
的
特
徴
の
一
致
が
大
き
い
作
例

前
章
で
は
、
粉
河
寺
所
蔵
の
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
像
（
千
手
観
音
二
十
八
部
衆
及
び
童
男

行
者
・
大
伴
孔
子
古
像
。
以
下
便
宜
的
に
粉
河
寺
Ａ
本
と
記
す
）
の
図
像
分
析
を
行
い
、
次
の

特
徴
を
見
出
し
た
。

ⅰ

脇
侍
と
し
て
童
男
行
者
・
大
伴
孔
子
古
を
付
随
す
る
。

ⅱ

施
無
畏
手
に
鞘
付
帯
を
執
る
。

ⅲ

左
肩
か
ら
紅
袴
を
掛
け
る
。

ⅳ

画
面
上
部
に
帳
を
あ
ら
わ
す
。

ⅴ

胸
前
に
四
臂
の
蓮
華
手
を
あ
ら
わ
す
。

そ
れ
ぞ
れ
縁
起
に
根
拠
の
あ
る
粉
河
観
音
の
霊
験
を
図
化
し
た
も
の
で
（
ⅴ
に
つ
い
て
は
そ

の
可
能
性
）、
他
の
霊
験
像
と
は
明
確
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
特
徴
を
示
す
千
手
観

音
像
に
つ
い
て
は
粉
河
寺
式
千
手
観
音
像
と
呼
称
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
い
。
本
節
で
は
、
現

時
点
で
把
握
し
て
い
る
粉
河
寺
式
千
手
観
音
像
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
の
特
徴
を
さ
ら

に
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。

①
阿
弥
陀
三
尊
千
手
観
音
及
び
不
動
明
王
像

長
谷
寺
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
蔵

（
図
11
）

絹
本
著
色
、
絹
継
ぎ
は
な
く
、
縦
一
一
五
・
二
㎝
、
横
六
一
・
五
㎝
を
計
る
。
画
絹
の
損
傷

が
多
く
、
薫
染
に
よ
る
黒
化
が
進
む
。
画
面
の
上
段
に
来
迎
す
る
阿
弥
陀
三
尊
像
を
描
き
、
下

段
左
下
に
は
不
動
明
王
二
童
子
像
、
そ
し
て
右
下
に
千
手
観
音
と
童
男
行
者
・
大
伴
孔
子
古
の

三
体
か
ら
な
る
粉
河
観
音
を
配
置
す
る
他
に
類
例
の
な
い
一
幅
で
あ
る
。

粉
河
観
音
を
表
し
た
部
分
に
つ
い
て
、
千
手
観
音
像
は
舟
形
光
背
を
背
負
っ
て
、
鞘
付
帯
を

施
無
畏
手
に
執
り
、
紅
袴
を
左
肩
に
掛
け
、
右
下
に
錫
杖
を
執
っ
て
鈎
樟
に
座
る
童
男
行
者
、

左
下
に
束
帯
姿
で
笏
を
執
り
座
っ
た
大
伴
孔
子
古
を
描
い
て
、
そ
の
間
に
は
大
香
炉
を
置
い
て

い
る
。
帳
を
描
か
な
い
の
は
上
方
に
阿
弥
陀
来
迎
図
が
配
さ
れ
る
構
図
に
基
づ
く
可
能
性
が
あ

る
が
、
四
臂
蓮
華
手
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
宝
鉢
手
を
表
さ
な
い
点
で
、
粉
河
寺
Ａ
本
と
の
図

像
上
の
相
違
が
あ
る
。

本
図
を
紹
介
し
た
林
温
氏
は
、
上
段
の
阿
弥
陀
三
尊
、
下
段
左
側
の
不
動
明
王
と
粉
河
観
音

が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
音
信
仰
と
、
聖
に
よ
る
阿
弥
陀
信
仰
、
そ
し
て
修
験

の
要
素
が
混
在
し
て
お
り
、
粉
河
寺
の
本
寺
三
井
寺
も
関
与
し
て
、
そ
の
信
仰
圏
の
中
で
制
作

さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
て19

）

、
首
肯
さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
後
期
、
一
四
世
紀
前
半
の
制
作
と
想
定

さ
れ
、
現
在
の
と
こ
ろ
粉
河
観
音
を
描
い
た
作
例
と
し
て
最
も
古
い
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
粉

河
観
音
図
像
の
成
立
段
階
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

現
在
神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
長
谷
寺
に
所
蔵
さ
れ
、
外
箱
蓋
表
に
は
「
阿
弥
陀
如
来
╱
十
一
面

観
世
音
╱
不
動
明
王
╱
豊
後
国
某
社
本
地
仏
」
と
あ
る
も
の
の
内
容
に
は
疑
義
が
あ
り
、
本
来

の
伝
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

②
千
手
観
音
及
び
童
男
行
者
・
大
伴
孔
子
古
像

個
人
蔵

（
図
12
）

絹
本
著
色
、
絹
継
ぎ
は
な
く
、
本
紙
の
縦
一
〇
八
・
四
㎝
、
横
四
八
・
四
㎝
を
計
る
。
画
絹

の
損
傷
が
大
き
く
、
過
去
の
修
理
の
際
に
画
面
周
囲
が
切
り
詰
め
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

舟
形
光
背
を
背
負
い
、
框
上
の
蓮
華
座
に
立
つ
千
手
観
音
像
は
、
胸
前
に
蓮
華
手
を
四
臂
あ

ら
わ
し
て
、
施
無
畏
手
に
鞘
付
帯
を
執
り
、
脇
手
の
配
置
と
持
物
の
全
て
が
粉
河
寺
Ａ
本
と
共

通
す
る
。
左
肩
に
は
紅
袴
を
掛
け
る
。
観
音
足
下
に
は
向
か
っ
て
右
に
童
男
行
者
を
配
す
る
が
、

鈎
樟
は
省
略
さ
れ
る
。
そ
れ
と
向
き
合
っ
て
束
帯
姿
で
把
笏
し
た
大
伴
孔
子
古
を
配
し
、
そ
の

間
に
香
炉
を
あ
ら
わ
す
。
香
炉
は
長
谷
寺
本
に
は
み
ら
れ
た
が
、
粉
河
寺
Ａ
本
に
は
み
ら
れ
な

い
。
画
面
上
部
に
赤
い
帳
を
描
く
。

こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
作
例
で
、
中
尊
肉
身
部
は
金
泥
と
し
て
、
輪
郭
は
朱
線
で
描
き
起
こ
し
、

装
身
具
に
金
箔
、
着
衣
部
に
精
緻
な
截
金
（
条
帛
に
菱
繋
ぎ
文
、
斜
格
子
文
、
立
涌
文
、

は

表
の
地
文
様
が
卍
繋
ぎ
文
に
団
花
文
を
散
ら
し
て
縁
は
唐
草
文
、
裏
の
地
文
様
は
亀
甲
繋
ぎ
文
、

腰
帯
の
地
文
様
は
麻
葉
繋
ぎ
文
と
し
て
縁
は
線
条
）
を
施
す
。
童
男
行
者
は
着
衣
の
輪
郭
を
金

泥
で
描
き
起
こ
し
て
聖
性
を
強
調
す
る
。
修
理
時
の
補
筆
も
散
見
さ
れ
る
が
、
南
北
朝
時
代
、

一
四
世
紀
の
制
作
と
み
ら
れ
る
。
裏
書
や
箱
書
等
、
伝
来
に
関
す
る
情
報
は
得
ら
れ
な
い
。
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図11-１ 阿弥陀三尊千手観音及び不動明王像 長谷寺蔵
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図11-２ 千手観音像及び童男行者・大伴孔子古像（赤外線写真）
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図12-１ 千手観音及び童男行者・大伴孔子古像 個人蔵
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図12-２ 千手観音像（全身）
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図12-４ 千手観音像（鞘付帯） 図12-３ 千手観音像（頭部）

図12-６ 大伴孔子古像 図12-５ 童男行者像
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図13-３ 童男行者像

図13-１ 千手観音及び童男行者・丹生明神像 天桂院蔵図13-４ 丹生明神像

20



図13-２ 千手観音像（全身）
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図14-１ 千手観音及び童男行者・大伴孔子古像 粉河寺蔵
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図14-２ 千手観音像（全身）
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図15-１ 千手観音及び童男行者・大伴孔子古像

図15-２ 役行者像

図15-３ 丹生明神像
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図16-１ 粉河寺参詣曼荼羅 粉河寺蔵
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図16-２ 千手観音像（開帳堂）

図16-３ 千手観音像（御池坊・出現地）
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③
千
手
観
音
及
び
童
男
行
者
・
丹
生
明
神
像

天
桂
院
（
愛
知
県
蒲
郡
市
）
蔵

（
図
13
）

蒲
郡
市
指
定
文
化
財
。
絹
本
著
色
、
一
幅
一
鋪
と
し
、
縦
一
一
四
・
〇
㎝
、
横
三
九
・
五
㎝

を
計
る
。
縦
長
の
画
面
の
中
央
に
、
鞘
付
帯
を
施
無
畏
手
に
執
り
、
紅
袴
を
左
肩
に
掛
け
て
補

陀
落
山
上
に
立
つ
千
手
観
音
を
描
く
。
蓮
華
手
は
四
臂
を
表
す
。
上
部
に
帳
を
配
す
る
の
も
縁

起
に
基
づ
く
表
現
と
な
る
。
下
方
中
央
に
大
香
炉
を
配
し
、
右
下
に
は
鈎
樟
に
両
足
を
揃
え
、

大
ぶ
り
な
錫
杖
を
執
っ
て
腰
掛
け
る
童
男
行
者
を
描
く
。
そ
れ
と
対
面
す
る
位
置
に
は
大
伴
孔

子
古
で
は
な
く
、
華
麗
な
宝
冠
を
着
け
て
長
い
柄
の
唐
扇
を
手
に
し
た
唐
装
女
神
像
を
描
い
て

い
る
点
に
粉
河
寺
Ａ
本
と
の
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
こ
の
女
神
像
の
特
徴
的
な
宝
冠
と
持
物
は
、

金
剛
峯
寺
弘
法
大
師
丹
生
高
野
明
神
像
（
重
要
文
化
財
・
鎌
倉
時
代
）
や
正
智
院
丹
生
高
野
四

社
明
神
像
（
重
要
文
化
財
・
鎌
倉
時
代
）
の
丹
生
明
神
像
と
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
丹
生
明
神

を
表
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
寺
内
に
お
い
て
は
粉
河
寺
鎮
守
の
丹
生
明
神
と
大
伴
孔
子
古

を
同
体
と
す
る
伝
え
も
あ
り20

）

、
制
作
主
体
の
意
図
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

千
手
観
音
の
面
部
や
腕
部
な
ど
金
泥
の
剥
落
が
進
み
下
書
き
の
墨
線
が
露
出
し
て
い
る
が
、

に
は
截
金
を
精
緻
に
施
し
、
観
音
の
足
下
の
山
肌
や
脇
侍
周
辺
の
土
坡
の
縁
に
は
金
泥
の
隈

を
施
し
て
神
聖
さ
を
表
出
す
る
。
両
脇
侍
の
面
部
表
現
に
や
や
固
さ
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
制
作
時
期
は
南
北
朝
時
代
（
一
四
世
紀
）
と
判
断
さ
れ
る
。

愛
知
県
蒲
郡
市
の
天
桂
院
に
伝
来
し
た
も
の
で
、
巻
止
に
は
成
田
左
馬
助
泰
高
室
円
通
院
が

寄
付
し
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
天
桂
院
住
職
に
よ
り
修
理
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
と
報
告
さ
れ
る21

）

。
成
田
泰
高
（
成
田
泰
親
、

〜
一
六
一
七
）
妻
の
寄
付
と
の
こ
と
で
、
近
世

前
期
に
は
天
桂
院
に
納
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
れ
以
前
の
伝
来
は
不
詳
。

④
千
手
観
音
像
及
び
童
男
行
者
・
大
伴
孔
子
古
像

粉
河
寺
蔵

（
図
14
）

絹
本
著
色
、
絹
継
ぎ
は
な
く
、
縦
九
八
・
八
㎝
、
横
四
一
・
五
㎝
を
計
る
。
粉
河
寺
伝
来
の

も
う
一
幅
の
粉
河
寺
式
千
手
観
音
像
で
あ
る
。

白
波
が
立
ち
岩
礁
の
見
え
る
海
中
に
、
中
央
に
船
光
背
を
背
負
っ
て
蓮
台
上
に
立
つ
千
手
観

音
像
を
描
く
。
施
無
畏
手
に
は
鞘
付
帯
を
執
り
、
肩
に
紅
袴
を
掛
け
て
、
蓮
華
手
は
四
臂
と
す

る
。
足
下
向
か
っ
て
右
に
は
左
脚
を
垂
下
し
て
岩
に
腰
掛
け
る
童
男
行
者
を
描
い
て
鈎
樟
は
省

略
し
、
左
に
は
束
帯
姿
で
把
笏
す
る
大
伴
孔
子
古
を
配
す
る
。
画
面
上
部
に
帳
を
あ
ら
わ
し
て

い
る
。
帳
の
さ
ら
に
上
に
あ
る
の
は
厨
子
正
面
の
長
押
と
み
ら
れ
る
。

中
尊
肉
身
は
金
泥
と
し
て
、
着
衣
に
截
金
を
施
す
。
童
男
行
者
の
袈
裟
に
も
金
泥
を
施
す
。

画
絹
は
や
や
荒
く
、
画
風
か
ら
室
町
時
代
後
期
（
一
六
世
紀
）
ご
ろ
の
制
作
と
み
ら
れ
る
。
粉

河
寺
Ａ
本
に
み
ら
れ
た
図
像
的
特
徴
に
忠
実
で
、
そ
れ
が
室
町
時
代
後
期
ま
で
引
き
継
が
れ
て

い
る
こ
と
を
把
握
で
き
る
。
付
帯
情
報
が
な
く
伝
来
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
前
章
で
確
認
し
た

宮
内
省
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
に
よ
る
宝
物
鑑
査
の
情
報
の
中
に
「
在
原
業
平
筆
と
云
う
所
の

千
手
観
音
」
が
あ
り
、
粉
河
寺
Ａ
本
な
い
し
本
像
（
粉
河
寺
Ｂ
本
）
が
そ
れ
に
相
当
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

⑤
千
手
観
音
及
び
童
男
行
者
・
大
伴
孔
子
古
像

和
歌
山
県
立
博
物
館
蔵

（
図
15
）

絹
本
著
色
、
絹
継
ぎ
は
な
く
、
縦
一
〇
七
・
二
㎝
、
横
四
一
・
三
㎝
を
計
る
。

千
手
観
音
及
び
童
男
行
者
・
大
伴
孔
子
古
像
を
中
心
に
、
右
に
役
行
者
、
左
に
丹
生
明
神
と

称
す
る
男
神
坐
像
を
配
し
た
三
幅
一
組
の
作
例
の
う
ち
の
中
尊
像
。

唐
草
文
と
一
一
個
の
白
円
を
配
し
た
舟
形
光
背
を
背
負
い
蓮
台
上
に
立
つ
千
手
観
音
像
は
、

施
無
畏
手
に
鞘
付
帯
を
執
り
、
左
肩
に
紅
袴
を
掛
け
る
。
胸
前
蓮
華
手
は
二
臂
と
す
る
。
足
下

向
か
っ
て
右
に
、
大
き
く
描
い
た
鈎
樟
の
根
元
に
座
る
童
男
行
者
を
、
左
に
束
帯
姿
の
大
伴
孔

子
古
を
描
く
。
画
面
上
方
に
は
帳
で
は
な
く
天
蓋
が
描
か
れ
る
。
粉
河
寺
Ａ
本
と
比
べ
て
図
像

の
変
容
が
多
く
み
ら
れ
る
。

本
像
に
は
役
行
者
像
と
、
丹
生
明
神
像
と
称
さ
れ
る
貴
族
男
性
像
が
付
随
す
る
。
役
行
者
像

は
磐
座
に
倚
座
し
、
左
手
に
経
巻
、
右
手
に
数
珠
を
執
り
、
左
右
に
前
鬼
・
後
鬼
を
伴
う
。
醜

相
と
し
な
い
整
っ
た
風
貌
の
役
行
者
図
像
を
採
用
す
る
。
箱
書
き
に
丹
生
明
神
と
記
さ
れ
る
像

は
、
巾
子
冠
を
つ
け
た
束
帯
姿
で
笏
を
執
り
牀
座
に
座
る
男
性
貴
族
の
す
が
た
で
、
大
伴
孔
子

古
図
像
と
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
。
丹
生
明
神
は
女
神
で
あ
り
、
事
情
を
明
確
に
は
で
き
な
い

が
、
先
に
も
確
認
し
た
と
お
り
丹
生
明
神
と
大
伴
孔
子
古
を
同
体
と
す
る
寺
内
の
伝
承
を
踏
ま

え
れ
ば
、
両
者
が
重
な
っ
て
信
仰
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

役
行
者
と
、
男
性
貴
族
姿
の
丹
生
明
神
を
伴
う
粉
河
観
音
像
は
他
に
類
例
は
な
い
が
、
あ
る
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い
は
童
男
行
者
と
役
行
者
、
大
伴
孔
子
古
と
丹
生
明
神
と
を
重
ね
た
特
殊
な
三
幅
対
と
し
て
信

仰
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
各
幅
の
画
風
は
わ
ず
か
に
異
な
る
が
、
制
作
時
期
の
差
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
中
世
的
な
要
素
を
残
し
た
桃
山
〜
江
戸
時
代
初
期
（
一
六
〜
一
七
世
紀
）
ご
ろ
の
制

作
と
捉
え
た
い
。

各
幅
の
箱
蓋
に
「
千
手
千
眼
像
一
幅
粉
河
寺
浄
土
院
中
」「
役
行
者
一
幅
粉
河
寺
浄
土
院
中
」

「
丹
生
大
明
神
像
一
幅
粉
河
寺
浄
土
院
中
」、
箱
底
に
「
元
禄
八
乙
亥
御
月
吉
日
表
具
修
補

之
」、
そ
し
て
三
つ
の
箱
を
入
れ
る
外
箱
の
蓋
と
底
に
も
同
様
の
墨
書
が
あ
る
。
粉
河
寺
山
内
、

浄
土
院
の
什
宝
で
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
表
具
修
理
を
行
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
三

幅
の
組
み
合
わ
せ
が
こ
れ
以
前
に
遡
る
こ
と
が
分
か
る
。

⑥
粉
河
寺
参
詣
曼
荼
羅

粉
河
寺
蔵

（
図
16
）

紙
本
著
色
、
多
数
の
料
紙
を
貼
り
継
い
で
本
紙
を
作
り
、
縦
一
五
二
・
三
㎝
、
横
一
四
〇
・

四
㎝
を
計
る
。
粉
河
寺
に
は
甲
本
（
Ａ
本
）・
乙
本
（
Ｂ
本
）
の
二
幅
の
参
詣
曼
荼
羅
が
所
蔵
さ

れ
る
が
、
本
図
は
そ
の
う
ち
よ
り
古
い
一
幅
で
、
天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
の
火
災
後
の
制

作
と
推
定
さ
れ
て
い
る22

）

。

本
堂
（
金
堂
・
礼
堂
）
を
は
じ
め
、
粉
河
寺
境
内
の
諸
堂
舎
と
縁
起
に
基
づ
く
聖
地
（
童
男

行
者
の
出
現
地
・
大
伴
孔
子
古
の
距
木
地
・
宝
鐸
地
）、
風
市
杜
な
ど
山
外
の
寺
社
や
村
、
多
数

の
参
詣
者
を
描
く
な
か
に
、
粉
河
寺
式
千
手
観
音
像
が
二
か
所
に
表
さ
れ
る
。

一
つ
目
は
本
堂
の
左
、
開
帳
堂
の
本
尊
千
手
観
音
像
で
、
舟
形
光
背
を
背
負
い
蓮
台
上
に
立

ち
、
脇
手
右
側
一
番
下
に
鞘
付
帯
を
描
き
、
左
肩
か
ら
右
脇
腹
に
か
け
て
条
帛
の
部
分
を
赤
色

に
塗
り
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
こ
れ
が
紅
袴
を
表
現
し
た
も
の
と
分
か
る
。

も
う
一
つ
は
御
池
坊
の
童
男
行
者
出
現
地
の
池
に
安
置
さ
れ
る
銅
造
の
千
手
観
音
像
で
、
や

は
り
舟
形
光
背
を
背
負
い
蓮
台
上
に
立
ち
、
こ
ち
ら
も
施
無
畏
手
に
鞘
付
帯
を
執
り
、
左
肩
か

ら
右
脇
に
掛
け
て
赤
色
に
塗
ら
れ
て
紅
袴
を
表
し
て
い
る
。
と
も
に
四
臂
の
蓮
華
手
は
あ
ら
わ

さ
な
い
。
帳
が
表
現
さ
れ
な
い
の
は
、
前
者
で
は
本
堂
本
尊
像
で
は
な
い
こ
と
、
後
者
は
露
頭

安
置
の
像
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
粉
河
寺
Ａ
本
を
基
準
と
し
て
粉
河
寺
式
千
手
観
音
像
の
作
例
を
把
握
し
て
い
く

と
、
先
の
縁
起
に
基
づ
く
ⅰ
〜
ⅴ
の
霊
験
図
像
だ
け
で
な
く
、
頂
点
が
尖
っ
て
脇
手
全
て
を
覆

う
幅
広
の
舟
形
光
背
（
ⅵ
）
も
挙
げ
た
作
例
全
て
で
共
通
し
て
お
り
、
こ
れ
も
粉
河
観
音
の
標

識
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

ま
た
千
手
観
音
の
下
方
、
両
脇
侍
の
間
の
香
炉（
ⅶ
）も
鎌
倉
〜
南
北
朝
期
の
作
例（
①
〜
③
）

に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
図
像
の
展
開
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
規
範
の
う
ち
、
ⅰ
・
ⅳ
・
ⅴ
に
つ
い
て
は
大
伴
孔
子
古
を
丹
生
明
神
と
す
る
図
像

（
③
）
や
、
帳
の
意
味
が
薄
れ
た
事
例
（
⑤
）、
蓮
華
手
を
二
臂
と
す
る
事
例
（
①
⑤
⑥
）
が
あ
っ

て
あ
る
程
度
揺
ら
ぎ
が
あ
る
が
、
ⅱ
施
無
畏
手
の
鞘
付
帯
、
ⅲ
左
肩
に
掛
け
る
紅
袴
、
ⅵ
舟
形

光
背
に
つ
い
て
は
全
て
の
作
例
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
特
に
強
い
規
範
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

２

図
像
的
特
徴
が
一
致
し
な
い
作
例

粉
河
寺
の
本
尊
像
を
確
実
に
表
し
た
こ
と
が
分
か
る
作
例
の
う
ち
、
前
項
で
強
調
し
た
ⅱ
・

ⅲ
・
ⅵ
の
特
徴
を
有
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
最
後
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

①
三
十
三
所
観
音
曼
荼
羅
図

華
厳
寺
（
岐
阜
県
揖
斐
川
町
）
蔵

（
図
17
）

重
要
文
化
財
。
絹
本
著
色
、
画
絹
は
五
幅
を
継
い
で
大
画
面
を
作
り
、
本
紙
の
縦
一
九
七
・

一
㎝
、
横
一
四
六
・
一
㎝
を
計
る
。
中
央
上
方
に
阿
弥
陀
如
来
を
描
い
た
内
院
を
設
け
、
そ
の

周
囲
に
山
中
の
景
観
を
背
景
に
し
て
三
十
三
所
本
尊
を
上
下
七
段
に
配
置
す
る
。
諸
尊
の
多
数

は
皆
金
色
と
し
て
肉
身
は
朱
で
描
き
起
こ
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
尊
容
は
整
っ
て
、
山
水
の
表
現
も

繊
細
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
後
期
（
一
四
世
紀
）
の
制
作
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

本
図
は
長
谷
寺
を
第
一
番
札
所
と
す
る
『
寺
門
高
僧
伝
』
行
尊
巡
礼
路
に
基
づ
く
配
置
で
あ

り
、
粉
河
寺
は
第
四
番
札
所
で
上
段
左
か
ら
二
つ
目
が
そ
の
本
尊
像
に
相
当
す
る
。
舟
形
光
背

を
表
さ
ず
頭
光
だ
け
と
し
、
胸
前
の
蓮
華
手
を
二
臂
と
す
る
。
脇
手
の
う
ち
施
無
畏
印
に
は
持

物
を
執
ら
な
い
が
、
一
方
、
左
脇
手
の
下
か
ら
二
臂
目
あ
た
り
に
、
通
常
の
千
手
観
音
に
は
見
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図17-１ 三十三所観音曼荼羅図 華厳寺蔵
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図17-２ 粉河寺本尊像
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ら
れ
な
い
赤
い
布
を
執
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
粉
河
観
音
の
紅
袴
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
左
肩
に
紅
袴
を
掛
け
て
い
な
い
こ
と
も
含
め
、
本
図
作
者
に
は
粉
河
寺
式
千
手
観
音
の
強
い

規
範
は
全
く
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
粉
河
観
音
が
紅
袴
を
持
つ
と
い
う
情
報
の
み
が
認
識
さ
れ

て
い
て
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
た
も
の
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

本
図
の
各
霊
場
本
尊
図
像
に
つ
い
て
は
石
川
知
彦
氏
に
よ
る
詳
細
な
分
析
が
あ
り23

）

、
長
谷
寺

本
尊
十
一
面
観
音
像
が
金
剛
宝
盤
石
に
立
っ
て
大
き
な
光
背
を
背
負
っ
て
錫
杖
を
執
っ
て
い
る

こ
と
（
長
谷
寺
式
十
一
面
観
音
像
）
や
、
清
水
寺
本
尊
千
手
観
音
像
が
脇
手
の
う
ち
の
一
対
を

頭
上
に
掲
げ
て
化
仏
を
頂
い
て
い
る
こ
と
（
清
水
寺
式
千
手
観
音
像
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

霊
現
像
の
姿
を
正
確
に
描
き
だ
し
た
も
の
と
、
岡
寺
本
尊
の
二
臂
如
意
輪
観
音
を
六
臂
坐
像
と

し
た
り
、
那
智
山
青
岸
渡
寺
本
尊
の
如
意
輪
観
音
坐
像
を
立
像
と
す
る
な
ど
実
際
の
本
尊
像
と

は
異
な
る
図
像
や
、
ま
た
特
に
表
現
の
差
別
化
の
み
ら
れ
な
い
画
一
的
な
図
像
が
混
在
し
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

そ
う
し
た
中
で
粉
河
寺
式
千
手
観
音
像
の
図
像
に
つ
い
て
は
、
長
谷
寺
や
清
水
寺
の
よ
う
に

は
正
確
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
紅
袴
の
霊
験
譚
の
み
が
鞘
付
帯
の
霊
験
譚
を
超
え
て

伝
播
し
て
い
て
、
独
自
の
図
像
と
し
て
表
現
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

②
粉
河
寺
縁
起

粉
河
寺
蔵
（
図
18
）

国
宝
・
粉
河
寺
縁
起
（
以
下
国
宝
本
と
略
す
）
の
千
手
観
音
図
像
に
つ
い
て
は
、
先
に
こ
れ

が
粉
河
寺
Ａ
本
と
異
な
る
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
た
。
本
稿
の
最
後
に
再
度
確
認
し
て
お
き
た

い
。国

宝
本
は
紙
本
著
色
、
縦
三
〇
・
八
㎝
、
全
長
一
九
八
四
・
二
㎝
を
計
る
。
粉
河
寺
本
尊
千

手
観
音
像
の
出
現
に
ま
つ
わ
る
由
来
と
、
観
音
の
化
身
で
あ
る
童
行
者
（
童
男
行
者
）
が
長
者

の
娘
の
病
を
癒
や
し
た
霊
験
譚
か
ら
な
る
日
本
最
古
の
縁
起
絵
巻
の
一
つ
で
あ
る
。
全
巻
に

渡
っ
て
画
面
の
上
下
に
波
の
よ
う
に
焼
損
痕
が
見
ら
れ
、
特
に
巻
頭
部
分
で
は
詞
書
を
初
め
欠

落
も
多
く
、
ま
た
料
紙
の
錯
簡
も
み
ら
れ
る
。
一
定
の
視
点
か
ら
眺
め
つ
つ
堂
や
屋
敷
の
同
じ

場
面
を
何
度
も
繰
り
返
す
あ
り
方
は
古
様
で
、
人
物
は
闊
達
な
筆
致
で
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
、

画
風
・
書
風
は
平
安
時
代
末
期
〜
鎌
倉
時
代
初
期
、
一
二
世
紀
末
ご
ろ
の
特
徴
を
示
す
。

そ
の
内
容
は
「
漢
文
縁
起
」
か
ら
は
大
き
く
改
変
し
て
い
て
、
例
え
ば
前
半
で
は
大
伴
孔
子

古
の
名
を
示
さ
ず
た
だ
猟
師
と
し
た
り
、
千
手
観
音
像
の
出
現
後
に
妻
や
近
辺
の
人
々
に
信
仰

を
広
め
た
場
面
を
追
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
後
半
で
は
河
内
国
渋
河
郡
馬
馳
市
佐
大
夫
の
愛
子

を
河
内
国
讃
良
郡
長
者
の
娘
へ
と
大
胆
に
変
更
し
、
一
家
が
た
ど
り
着
い
た
方
丈
の
庵
室
に
て

す
ぐ
に
千
手
観
音
像
に
ま
み
え
さ
せ
て
物
語
の
進
行
を
早
め
、
最
後
に
一
家
を
出
家
さ
せ
、
絵

で
は
救
わ
れ
た
娘
が
粉
河
観
音
の
も
と
で
落
飾
し
て
出
家
す
る
場
面
で
締
め
括
っ
て
い
る
。
元

の
縁
起
の
内
容
を
劇
的
か
つ
早
い
展
開
の
構
成
に
進
化
さ
せ
、
物
語
絵
巻
と
し
て
の
完
成
度
を

高
め
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
絵
巻
を
描
か
せ
た
主
体
を
粉
河
寺
と
す
る
説
と
、
寺
外
、
特
に

後
白
河
法
皇
と
す
る
説
が
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
副
本
と
捉
え
た
り
、
原
本
を
元
に
し
た
模

本
と
す
る
見
解
も
あ
り
、
制
作
時
期
を
含
め
て
多
様
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
き
た24

）

。

観
音
図
像
に
着
目
す
る
。
国
宝
本
で
は
前
段
二
回
、
後
段
二
回
の
計
四
回
、
千
手
観
音
像
が

描
か
れ
る
。
前
段
①
・
前
段
②
・
後
段
①
・
後
段
②
と
表
記
し
て
各
像
を
確
認
す
る
（
図
19
）。

全
て
光
背
は
頭
光
の
み
と
す
る
。
縁
起
に
基
づ
く
霊
験
図
像
が
像
容
に
反
映
さ
れ
る
の
は
後
段

①
・
②
で
あ
る
が
、
前
段
①
・
②
自
体
も
基
本
的
な
千
手
観
音
図
像
と
の
違
い
が
あ
っ
て
、
特

に
大
き
い
の
は
前
段
①
・
②
が
胸
前
の
蓮
華
手
と
腹
前
の
宝
鉢
手
を
表
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
は
後
段
①
・
②
に
は
表
さ
れ
て
い
て
図
像
の
揺
ら
ぎ
が
あ
る
。
前
段
①
と
前
段
②
の
間

で
も
、
日
精
摩
尼
手
と
月
精
摩
尼
手
が
左
右
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
（
た
だ
し
こ
れ
は
補
彩
の
可

能
性
も
あ
る
）、後
段
①
と
後
段
②
の
間
で
も
脇
手
の
配
置
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
図
像
が

一
定
し
な
い
。
さ
ら
に
は
錫
杖
、
宝
戟
に
つ
い
て
は
前
段
①
・
②
、
後
段
①
・
②
の
全
て
で
持

た
さ
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
四
二
臂
全
て
を
描
く
よ
う
な
精
緻
な
図
像
は
求
め
ら
れ
て
は
い

な
い
と
は
い
え
、
最
も
目
立
つ
錫
杖
・
宝
戟
の
省
略
は
、
儀
軌
よ
り
も
像
容
を
す
っ
き
り
と
表

現
す
る
こ
と
を
優
先
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

国
宝
本
に
四
度
登
場
す
る
千
手
観
音
は
全
て
姿
が
異
な
る
と
い
え
、
こ
の
点
で
国
宝
本
の
絵

師
（
複
数
に
及
ぶ
）
は
仏
画
や
粉
本
と
の
整
合
に
は
拘
泥
せ
ず
、
も
ち
ろ
ん
儀
軌
に
も
頓
着
し

な
い
。
そ
う
し
た
絵
師
の
性
格
は
後
段
①
・
②
の
霊
験
図
像
に
も
表
れ
て
い
て
、
既
に
触
れ
た

と
お
り
詞
書
に
「
施
無
畏
の
お
手
」
と
記
す
に
も
関
わ
ら
ず
、
鞘
付
帯
（
国
宝
本
で
は
提
鞘
と

呼
称
を
変
更
）
は
逆
側
の

索
手
に
執
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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図18 粉河寺縁起 粉河寺蔵
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図19-１ 前段①（粉河寺縁起（部分）粉河寺蔵）図19-２ 前段②（粉河寺縁起（部分）粉河寺蔵）

図19-３ 後段①（粉河寺縁起（部分）粉河寺蔵）図19-４ 後段②（粉河寺縁起（部分）粉河寺蔵）
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縁
起
は
寺
の
由
緒
と
霊
験
を
語
り
聖
地
や
本
尊
の
聖
性
を
担
保
す
る
書
物
で
あ
る
。
失
わ
れ

た
「
流
来
縁
起
」
以
来
、
寺
内
で
継
承
さ
れ
て
き
た
「
漢
文
縁
起
」
を
開
創
者
の
名
さ
え
省
略

し
て
大
胆
に
改
変
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
最
も
重
要
な
本
尊
図
像
も
基
本
的
な
千
手
観
音
の
儀

軌
に
即
さ
ず
一
致
し
な
い
こ
と
や
、
霊
験
を
象
徴
す
る
鞘
付
帯
も
施
無
畏
手
に
持
た
せ
て
い
な

い
わ
け
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
寺
家
側
の
立
場
と
の
径
庭
で
あ
る
。
こ
う
し

た
粉
河
寺
が
継
承
し
て
き
た
縁
起
と
国
宝
本
の
内
容
の
径
庭
は
、
そ
の
ま
ま
粉
河
寺
と
国
宝
本

発
願
者
と
の
間
の
径
庭
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
粉
河
寺
縁
起
と
粉
河
寺
本
尊
図
像
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
た
本
稿
の
立
場
か
ら
は
、
国
宝
本
の
発
願
者
は
粉
河
寺
の
外
に
あ
っ
た
と
判
断

さ
れ
る
。

先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、「
和
文
縁
起
」
の
「
後
白
河
法
皇
御
願
之
千
手
堂

中
尊
因
縁
第
二
一
」
に
お
い
て
、
後
白
河
法
皇
は
粉
河
寺
本
尊
の
残
材
で
刻
ん
だ
三
尺
千
手
観

音
像
を
入
手
し
、
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
に
蓮
華
王
院
小
千
手
堂
の
本
尊
と
し
た
と
語
る
。

そ
こ
に
示
さ
れ
る
藤
原
俊
経
（
一
一
一
三
〜
九
一
）
が
執
筆
し
た
願
文
中
の
縁
起
内
容
は
改
編

さ
れ
た
国
宝
本
前
半
部
分
と
一
致
し
て
お
り
、
後
白
河
法
皇
周
辺
に
お
い
て
な
さ
れ
た
縁
起
の

改
編
は
国
宝
本
に
も
反
映
さ
れ
て
い
て
、
絵
巻
の
制
作
も
こ
の
一
連
の
事
業
で
あ
っ
た
と
捉
え

ら
れ
る
。
な
お
、
同
様
に
一
〇
世
紀
の
資
材
帳
を
有
し
、
流
布
し
た
命
蓮
説
話
を
大
幅
に
増
補

し
て
改
変
が
施
さ
れ
た
信
貴
山
縁
起
絵
巻
（
国
宝
・
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
蔵
）
に
つ
い
て
も
後

白
河
法
皇
の
発
願
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る25

）

。

最
後
に
、
も
う
一
つ
の
霊
験
図
像
で
あ
る
紅
袴
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。
前
節
ま
で
に
明

ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
粉
河
寺
式
千
手
観
音
像
の
左
肩
に
掛
か
る
紅
袴
に
つ
い
て
は
「
和
文
縁

起
」
に
典
拠
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
視
点
を
国
宝
本
の
紅
袴
図
像
に
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
な
い
。

「
和
文
縁
起
」
の
成
立
時
期
は
、
縁
起
中
も
っ
と
も
下
限
の
第
二
二
話
に
示
さ
れ
る
天
福
二
年

（
一
二
三
四
）
を
あ
ま
り
降
ら
な
い
こ
ろ
と
想
定
さ
れ26

）

、
国
宝
本
の
成
立
時
期
は
そ
れ
に
先
行

す
る
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
国
宝
本
と
「
和
文
縁
起
」
を
時
系
列
に
並
べ
て
、「
漢
文
縁
起
」
か
ら
改
編
さ
れ
た

国
宝
本
に
お
け
る
紅
袴
が
、
の
ち
に
和
文
縁
起
の
在
原
業
平
説
話
を
導
い
た
と
考
え
る
の
は
躊

躇
さ
れ
る
。
二
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
寺
内
で
は
紅
袴
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
国
宝
本
の
讃
良
郡

長
者
の
娘
を
重
ね
て
語
る
言
説
や
表
象
は
、
近
代
に
至
る
ま
で
見
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
国
宝

本
の
本
文
及
び
そ
の
絵
が
、
書
写
本
は
も
と
よ
り
、
他
の
縁
起
や
、
縁
起
絵
、
仏
画
、
仏
像
な

ど
に
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
事
例
は
、
中
世
に
お
い
て
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

あ
る27

）

。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
紅
袴
伝
承
は
、
平
安
時
代
末
期
の
段
階
で
先
に
粉
河
寺
で
発
生
し

て
い
た
も
の
と
の
仮
説
を
提
示
し
た
い
。
国
宝
本
で
は
こ
の
伝
承
か
ら
業
平
と
北
の
方
の
要
素

を
消
し
て
紅
袴
の
み
を
抽
出
し
、
長
者
娘
に
印
象
的
な
情
景
を
ま
と
わ
せ
る
た
め
の
改
編
が
な

さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る28

）

。
時
期
は
降
る
が
華
厳
寺
三
十
三
所
観
音
曼
荼
羅
に
み
ら
れ
た
よ
う
に

紅
袴
伝
承
は
単
独
で
寺
外
に
流
布
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
観
音
と
紅
袴
と
い
う
取
り
合
わ
せ
は
、

国
宝
本
の
絵
詞
制
作
時
に
絵
巻
後
半
の
説
話
内
容
を
大
き
く
改
編
す
る
上
で
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
源
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る29

）

。
粉
河
寺
に
お
け
る
在
原
業
平
妻
北
方
紅
袴
説
話
の
成

立
と
展
開
の
追
跡
が
、
今
後
の
国
宝
本
研
究
の
上
で
の
一
視
点
と
な
り
得
る
こ
と
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
粉
河
寺
縁
起
の
成
立
時
期
と
そ
の
史
料
的
性
格
に
関
す
る
新
見
解
を
提
示
し
た

上
で
、
粉
河
寺
縁
起
（「
漢
文
縁
起
」「
和
文
縁
起
」）
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
鞘
付
帯
を
施
無
畏

手
に
執
り
、
紅
袴
を
肩
に
掛
け
、
童
男
行
者
・
大
伴
孔
子
古
を
従
え
、
胸
前
に
四
臂
の
蓮
華
手

を
あ
ら
わ
し
た
千
手
観
音
像
に
つ
い
て
、
粉
河
寺
本
尊
の
霊
験
を
示
し
た
粉
河
寺
式
千
手
観
音

像
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
、
国
宝
・
粉
河

寺
縁
起
の
千
手
観
音
図
像
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
絵
巻
制
作
の
主
体
が
寺
外
に
あ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
私
見
を
述
べ
た
。

本
稿
で
示
し
た
粉
河
寺
式
千
手
観
音
像
と
い
う
霊
験
図
像
の
成
立
と
展
開
は
、
そ
の
ま
ま
粉

河
観
音
信
仰
の
広
が
り
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
粉
河
寺
及
び
そ
の
周
辺
に
お
け
る
地
域
信
仰

に
と
ど
ま
ら
な
い
そ
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め
の
重
要
な
視
点
と
な
る
こ
と
を
最
後
に
指
摘
し
、

さ
ら
な
る
事
例
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
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注（
１
）
大
河
内
智
之
「
粉
河
寺
縁
起
と
粉
河
寺
の
歴
史
」（
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
『
国
宝
粉
河
寺
縁
起
と
粉
河
寺
の
歴

史
』、
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
二
〇
二
〇
）

（
２
）
「
粉
河
寺
縁
起
」（
漢
文
縁
起
）（『
続
群
書
類
従
二
十
八
上
』
所
収
）

（
３
）
「
粉
河
寺
大
率
都
婆
建
立
縁
起
」（
藤
田
常
世
編
『
校
刊
美
術
史
料

寺
院
編

上
巻
』「
諸
寺
縁
起
集
」
の
う

ち
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
二
）

（
４
）
西
口
順
子
「
紀
伊
国
粉
河
寺
と
そ
の
縁
起
」（『
史
窓
』
二
一
、
一
九
六
二
、
同
『
平
安
時
代
の
寺
院
と
民
衆
』、
法

蔵
館
、
二
〇
〇
四
に
収
載
）

（
５
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
「
延
喜
天
暦
保
延
古
文
書
」
の
う
ち
。
翻
刻
は
『
平
安
遺
文
』
二
〇
五
号
、『
和
歌
山
県
史
』

古
代
史
料
一
・
平
安
時
代
（
二
）
二
一
号
、『
か
つ
ら
ぎ
町
史
』
古
代
・
中
世
史
料
編
一
九
号
に
あ
り
。

（
６
）
和
歌
山
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
和
歌
山
県
史

原
始
・
古
代
』（
和
歌
山
県
、
一
九
九
四
）
二
四
四
頁
〜
二
四
八

頁
。

（
７
）
「
太
政
官
符
案
」（
山
本
信
吉
編
『
正
智
院
文
書
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
）

（
８
）
当
該
期
の
粉
河
寺
の
定
額
寺
院
化
と
縁
起
進
官
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
西
口
順
子
「
紀
伊
国
粉

河
寺
と
そ
の
縁
起
」（
注
（
4
）
前
掲
）
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
「
粉
河
寺
縁
起
」（
和
文
縁
起
）（『
続
群
書
類
従
二
十
八
上
』
所
収
）

（
10
）
東
野
治
之
「
信
貴
山
寺
資
材
宝
物
帳
｜
翻
刻
と
覚
書
」（
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集

第

十
七
』、
八
木
書
展
古
書
出
版
部
、
二
〇
一
八
）

（
11
）
山
本
陽
子
「
粉
河
寺
童
男
行
者
信
仰
小
考
｜
フ
リ
ア
美
術
館
蔵
伝
聖
徳
太
子
修
業
像
を
中
心
に
｜
」（『
美
術
史
研

究
』
二
八
、
一
九
九
〇
）

（
12
）
例
え
ば
次
の
展
覧
会
図
録
の
解
説
で
は
国
宝
本
粉
河
寺
縁
起
を
典
拠
と
み
な
す
。
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
西
国
三

十
三
所
観
音
霊
場
の
美
術
』（
大
阪
市
立
美
術
館
・
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
）、
東
武
美
術
館
他
編
『
西
国
三
十

三
所
｜
観
音
霊
場
の
信
仰
と
美
術
｜
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
五
）、
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
西
国
三
十
三

所

観
音
霊
場
の
祈
り
と
美
』（
奈
良
国
立
博
物
館
・
名
古
屋
市
博
物
館
ほ
か
、
二
〇
〇
八
）、
京
都
国
立
博
物
館

編
『
聖
地
を
た
ず
ね
て
｜
西
国
三
十
三
所
の
信
仰
と
至
宝
｜
』（
読
売
新
聞
社
、
二
〇
二
〇
）

（
13
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
河
原
由
雄
「「
粉
河
寺
縁
起
」
の
成
立
と
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
小
松
茂
美
編
『
粉

河
寺
縁
起
』、
日
本
絵
巻
物
大
成
５
、
一
九
七
七
）に
お
い
て
、
紅
袴
が
在
原
業
平
説
話
に
基
づ
く
こ
と
に
つ
い
て

触
れ
ら
れ
て
い
る
（
た
だ
し
氏
は
「
和
文
縁
起
」
成
立
を
契
機
と
し
て
国
宝
本
が
制
作
さ
れ
た
と
す
る
立
場
）。

（
14
）
こ
の
帳
と
業
平
説
話
が
関
連
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
林
温
「
千
手
観
音
と
不
動
明
王
を
伴
う
阿
弥
陀
三
尊
来
迎

像
」（『
佛
教
藝
術
』
一
八
六
、
一
九
八
六
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
15
）
髙
岸
輝
「「
粉
河
観
音
縁
起
絵
巻
」
七
巻
本
の
成
立
圏
｜
足
利
将
軍
家
の
絵
巻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
南
北
朝
合
一
前
後

の
紀
伊
国
を
め
ぐ
っ
て
」（
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
『
国
宝
粉
河
寺
縁
起
と
粉
河
寺
の
歴
史
』、
和
歌
山
県
立
博
物

館
、
二
〇
二
〇
）

（
16
）
「
粉
河
寺
旧
記
」（
粉
河
寺
文
書
の
う
ち
）
粉
河
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
粉
河
町
史
』
第
三
巻
（
粉
河
町
、
一
九

八
八
）

（
17
）
猪
川
和
子
『
観
音
像
』（
日
本
の
美
術
一
六
六
、
至
文
堂
、
一
九
八
〇
）。
な
お
本
像
図
版
は
西
国
札
所
会
編
『
西

国
巡
礼

三
十
三
所
観
音
め
ぐ
り
』（
社
会
思
想
社
、
一
九
七
〇
）
に
初
め
て
掲
載
さ
れ
（
佐
和
隆
研
執
筆
）、
浅

野
清
編
『
西
国
三
十
三
所
令
状
寺
院
の
総
合
的
研
究
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
〇
）
に
も
収
載
さ
れ
る
。

使
用
写
真
は
全
て
同
じ
で
あ
る
。

（
18
）
竹
居
明
男
『『
日
出
新
聞
』
記
者
金
子
静
枝
と
明
治
の
京
都
｜
明
治
二
十
一
年
古
美
術
調
査
報
道
記
事
を
中
心
に

｜
』（
芸
艸
堂
、
二
〇
一
三
）

（
19
）
林
温
「
千
手
観
音
と
不
動
明
王
を
伴
う
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
像
」（『
佛
教
藝
術
』
一
八
六
、
一
九
八
六
）

（
20
）
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
）
刊
の
「
粉
河
寺
縁
起
霊
験
記
」
巻
頭
の
「
紀
州
粉
河
寺
千
手
千
眼
之
図
像
」
に
「
本

願
大
伴
孔
子
古
╱
即
鎮
守
丹
生
明
神
」
と
記
さ
れ
る
。
同
資
料
本
文
に
つ
い
て
は
原
田
行
造
「
金
沢
市
立
図
書
館

蔵
本
『
粉
河
寺
縁
起
霊
験
記
』
｜
翻
刻
と
解
説
及
び
『
仮
名
縁
起
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
｜
」（『
金
沢
大
学
教
育

学
部
紀
要
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）』
三
二
、
一
九
八
三
）
に
翻
刻
さ
れ
る
。

（
21
）
蒲
郡
市
博
物
館
編
『
蒲
郡
市
文
化
財
図
録
』（
蒲
郡
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
六
）

（
22
）
制
作
年
代
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
立
博
物
館
編
『
社
寺
参
詣
曼
荼
羅
』（
平
凡
社
、
一
九
八
七
）、
下
坂
守

『
参
詣
曼
荼
羅
』（
日
本
の
美
術
三
三
一
、
至
文
堂
、
一
九
九
三
）、
岩
鼻
通
明
「
粉
河
寺
参
詣
曼
荼
羅
に
み
る
聖

域
空
間
の
表
現
」（
足
利
健
亮
先
生
追
悼
論
文
集
編
纂
委
員
会
編
『
地
図
と
歴
史
空
間
』、
大
明
堂
、
二
〇
〇

〇
）、
大
高
康
正
『
参
詣
曼
荼
羅
の
研
究
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
）
に
て
共
通
す
る
。

（
23
）
石
川
知
彦「
三
十
三
所
観
音
曼
荼
羅
に
つ
い
て
｜
華
厳
寺
本
と
観
音
正
寺
本
の
図
像
的
諸
問
題
｜
」（『
佛
教
藝
術
』

一
八
九
、
一
九
九
〇
）

（
24
）
絵
巻
制
作
の
主
体
を
粉
河
寺
以
外
、
あ
る
い
は
後
白
河
法
皇
と
す
る
主
な
論
考
は
次
の
通
り
。

梅
津
次
郎
「
新
国
宝
紹
介

粉
河
寺
縁
起
絵
巻
」（『M

U
S
E
U
M

』
二
七
、
一
九
五
三
）

大
串
純
夫
「
図
版
要
項

粉
河
寺
縁
起
」（『
美
術
研
究
』
一
七
一
、
一
九
五
三
）

亀
田
孜
「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
綜
考
」（『
大
和
文
華
』
二
七
、
一
九
五
八
）

清
水
義
明
「「
粉
河
寺
縁
起
」
復
元
へ
の
一
考
察
」（『
佛
教
藝
術
』
八
六
、
一
九
七
二
）

梅
津
次
郎
「
粉
河
寺
縁
起
絵
と
吉
備
大
臣
入
唐
絵
」（
同
編
『
粉
河
寺
縁
起
絵
・
吉
備
大
臣
入
唐
絵
』
新
修
日
本
絵

巻
物
全
集
六
、
角
川
書
店
、
一
九
七
七
）

松
原
茂
「「
粉
河
寺
縁
起
」
の
詞
書
書
風
に
つ
い
て
」（
小
松
茂
美
編
『
粉
河
寺
縁
起
』、
日
本
絵
巻
物
大
成
５
、
一

九
七
七
）

吉
田
友
之
「
粉
河
寺
縁
起
絵
の
背
景
」（『
藝
術
論
究
』
五
、
一
九
七
八
）

塩
出
貴
美
子
「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
考
｜
巻
頭
部
の
復
原
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（『
文
化
財
学
報
』
二
、
一
九
八
三
）

永
井
久
美
子
「『
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
』
制
作
目
的
考
｜
後
白
河
院
小
千
手
堂
建
立
と
の
関
係
を
中
心
に
｜
」（『
明
月

記
研
究
』
一
一
、
二
〇
〇
七
）

山
本
陽
子
「「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
」
の
長
者
の
娘
の
出
家
に
つ
い
て
｜
縁
起
絵
巻
と
説
話
｜
」（
高
橋
亨
編
『
平
安

文
学
と
隣
接
諸
学
10

王
朝
文
学
と
物
語
絵
』竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
、
同『
絵
巻
の
図
像
学
｜「
絵
そ
ら
ご
と
」

の
表
現
と
発
想
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
）
に
収
載
）

山
本
聡
美
「「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
」
と
経
説
｜
描
か
れ
た
罪
業
・
病
・
救
済
｜
」（
安
田
政
彦
編
『
自
然
災
害
と
疾

病
』、
竹
林
舎
、
二
〇
一
七
、
同
『
中
世
仏
教
絵
画
の
図
像
誌
｜
経
説
絵
巻
・
六
道
絵
・
九
相
図
｜
』（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
二
〇
）
に
収
載
）

絵
巻
制
作
の
主
体
を
粉
河
寺
と
す
る
主
な
論
考
は
次
の
通
り
。

片
野
達
郎
「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
絵
詞
の
研
究
｜
絵
詞
の
文
芸
性
に
つ
い
て
」（『
文
芸
研
究
』
二
八
、
一
九
五
八
）

西
口
順
子
「
紀
伊
国
粉
河
寺
と
そ
の
縁
起
」（
注
（
４
）
前
掲
）

河
原
由
雄
「
粉
河
寺
縁
起
」
の
成
立
と
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
注
（
13
）
前
掲
）

井
上
一
稔
「「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
」
絵
詞
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
博
物
館
学
年
報
』
一
四
、
一
九
八
二
）

亀
井
若
菜
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
が
拓
く
「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
」
｜
高
野
山
に
対
抗
す
る
自
己
表
象
と
し
て
の
絵
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巻
｜
」（『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
学
』
一
、
二
〇
〇
五
）

亀
井
若
菜『
語
り
出
す
絵
巻
｜「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
」「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」「
掃
墨
物
語
絵
巻
」論
｜
』（
ブ
リ
ュ
ッ

ケ
、
二
〇
一
五
）

國
賀
由
美
子「
仏
心
に
目
覚
め
る
と
き
｜《
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
》の
説
話
を
め
ぐ
っ
て
｜
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』

三
三
、
二
〇
一
六
）

（
25
）
谷
口
耕
生
「「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
研
究
序
説
」（
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
蔵

国
宝
信
貴
山

縁
起
絵
巻
調
査
研
究
報
告
書
｜
研
究
・
資
料
編
｜
』
奈
良
国
立
博
物
館
、
二
〇
二
〇
）

（
26
）
片
野
達
郎
「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
絵
詞
の
研
究
｜
絵
詞
の
文
芸
性
に
つ
い
て
」（
注
（
24
）
前
掲
）、
西
口
順
子
「
紀

伊
国
粉
河
寺
と
そ
の
縁
起
」（
注
（
４
）
前
掲
）

（
27
）
国
宝
本
は
、
制
作
か
ら
約
四
〇
〇
年
を
経
て
、
よ
う
や
く
粉
河
寺
内
で
初
め
て
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
る
。「
粉
河

寺
旧
記
」
に
、
元
和
年
間
（
一
六
一
五
〜
二
四
）
に
行
わ
れ
た
什
物
改
に
際
し
て
記
録
さ
れ
た
、
御
池
坊
に
残
る

什
物
の
う
ち
本
堂
方
什
物
類
の
な
か
に
「
絵
縁
起

鳥
羽
僧
正
覚
猷
画
╱
堤
中
納
言
定
家
卿
書

」
と
、
そ
れ
以
前

の
伝
来
の
歴
史
を
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
顕
れ
る
。
そ
の
後
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
粉
河
寺
は
紀
伊
藩
寺
社
奉
行

に
大
門
再
興
願
を
提
出
し
、
お
そ
ら
く
そ
の
勧
進
活
動
の
一
環
と
し
て
縁
起
を
整
理
し
、
元
禄
一
三
年
（
一
七
〇

〇
）、
複
数
の
粉
河
寺
縁
起
を
集
約
し
た
「
粉
河
寺
縁
起
霊
験
記
」
を
発
刊
し
た
。
そ
の
三
年
後
、
史
上
初
め
て
、

国
宝
本
を
元
図
と
し
て
写
し
、
焼
損
に
よ
っ
て
欠
落
し
た
部
分
を
絵
・
詞
と
も
に
復
元
し
て
首
尾
を
整
え
た
「
粉

河
寺
縁
起
」
粉
河
寺
蔵
）が
、
後
西
天
皇
の
第
三
皇
女
で
円
城
山
霊
鑑
寺
二
世
の
宗
栄
（
一
六
五
八
〜
一
七
二
一
）

が
詞
書
を
担
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
国
宝
本
の
絵
・
詞
の
残
存
部
分
を
丁
寧
に
拾
い
、
順
序
を
入
れ
替
え
、
そ
し
て

欠
を
補
い
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
「
漢
文
縁
起
」
を
最
大
限
に
尊
重
し
て
、
そ
の
筋
立
て
を
国
宝
本
に
融
合
さ
せ

る
態
度
が
貫
か
れ
て
い
る
。
寺
家
と
し
て
当
然
の
態
度
と
い
え
よ
う
。
粉
河
寺
大
門
の
完
成
は
宝
永
四
年
（
一
七

〇
七
）、
本
堂
の
建
立
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
国
宝
本
粉
河
寺
縁
起
は
、
近
世
の
伽
藍
復
興

の
中
で
、
よ
う
や
く
粉
河
寺
の
歴
史
と
融
合
し
始
め
る
と
い
え
る
。
な
お
、
信
貴
山
縁
起
絵
巻
に
つ
い
て
も
、
寺

内
で
は
同
様
に
江
戸
時
代
以
降
の
伝
来
し
か
追
え
な
い
（
北
澤
菜
月
「「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
の
伝
来
を
め
ぐ
っ
て

｜
近
世
に
お
け
る
そ
の
評
価
と
住
吉
模
本
の
意
義
｜
」（
奈
良
国
立
博
物
館
編『
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺
蔵

国
宝
信

貴
山
縁
起
絵
巻
調
査
研
究
報
告
書
｜
研
究
・
資
料
編
｜
』
注
（
25
）
前
掲
））。

（
28
）
片
野
達
郎
「
粉
河
寺
縁
起
絵
巻
絵
詞
の
研
究
｜
絵
詞
の
文
芸
性
に
つ
い
て
」（
注
（
24
）
前
掲
）
で
も
、
縁
起
絵
巻

の
紅
袴
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
、
先
の
一
覧
表
に
示
し
た
よ
う
に
、「
和
文
縁
起
」
第
三
話
の
故
事
に
よ
っ
て
い
る

が
、
詞
が
特
に
「
紅
の
袴
」
を
加
え
た
の
は
、
絵
画
化
さ
れ
た
時
の
視
覚
的
効
果
を
予
想
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
。」
と
し
て
、
業
平
説
話
が
縁
起
絵
巻
に
先
行
す
る
と
捉
え
て
い
る
。

（
29
）
観
音
と
紅
袴
に
つ
い
て
は
、『
今
昔
物
語
』
巻
一
六
「
越
前
国
敦
賀
女
、
蒙
観
音
利
益
語
第
七
」
に
、
親
を
失
い
零

落
し
た
女
の
元
に
現
れ
、
そ
の
窮
状
を
助
け
た
か
つ
て
の
使
用
人
の
娘
に
与
え
た
紅
袴
が
、
持
仏
堂
の
観
音
菩
薩

像
の
肩
に
引
き
掛
け
て
あ
っ
た
と
す
る
類
話
が
あ
る
。

付
記

本
稿
へ
の
図
版
掲
載
に
あ
た
っ
て
各
所
蔵
者
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
ま
た
掲
載
図
版
の
う
ち
図
１
は
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
転
載
し
、
図
11
｜
１
は
長
谷
寺（
鎌
倉
市
）、
図
11
｜
２
は
林
温
氏
、
図
13

は
蒲
郡
市
博
物
館
、
図
17
は
大
阪
市
立
美
術
館
よ
り
提
供
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
当
館
主
任
学
芸
員
）
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